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学校法人同志社事業報告書20]2
発行にあたって

学校法人同志社は現在、約4万2,000

名の学生・生徒・児童・園児が学ぶ「ー

大総合学園」に成長し、新たな飛躍に向

かって進化を続けています。1875年の創

立以来、多くの困難を乗り越えて教育・

研究活動を続けてこられたのは、保護者

や卒業生をばじめ、地域や行政機関、企

業、一般市民の方々からの温かいご支

援・ご指導があったからこそと、感謝し

ております。

その学校法人同志社の歴史に、新たな

1ページカサ叩えられました。同志社大学

では、文系学部の今出川統合移転が完

了し、今出川校地では文系学部の教育が、

京田辺校地では理工系と文理融合学部

の教育が完結する環境が整いました。同

志社女子大学でも、今出川校地の大規

模な整備計画が動き始めました。

2012年11月29Hに創立137周年を迎

えた学校法人同志社は今後も教育●π

究に関する改革を推L進め、健全な学校

法人運営を維持するため、すべてのステー

クホルダー(利害関係者)の皆様に対し

て、情報公開を徹底してまいります。

本報告書によって、ステークホルダー

の皆様とのコミュニケーションが、より

一層促進されることを心より願0ており

ます。

{}ontents

教育理念

法人内各学校

■大谷寅総長からのメッセージ

21世紀の飛躍をめざし強化の軸足を

ハード面からソフト面に移します

■水谷誠理事長からのメッセージ

財政基盤をさらに安定させて、

「建学の精神」の滴養を推し進めます

■同志社大学長インタビユー

グッド・ガバナンスを硫立し、

満足度日本一の総合大学をめざします
同志社大学村田晃嗣学長

■同志社女子大学長インタビユー

同志社女子教育の原点に帰り、

社会に貢献する良心に満ちた女性を育てます
同志社女子大学加賀裕郎学長

■「八重の桜」関連プロジエクト
東日本大震災からの復興をめざす東北・福島を地元と述携して応援

■ハイライト①教育
新学部開設や人材育成などで「国際主詮」を突質化
りべラル・アーツ教育に基づいたキャリア教育を推溢

目次

■ハイライト②研究

本報告書の対急範囲
同志社法人部、ならびに幼稚園から大学までの各
校。数値・金額にはそれぞれ対象範囲を付記して
います。

本報告書の対象期問
2012年4月1日~2013年3月31日
(一部、上記期問以前または以後の状況につぃても
記載しτいます。)

舗きゃすいオフィス照明や環境に優しい二汰電池など
革新的な研究成果で社会に大きく貢献

■ハイライト③在校生の保護者、受験生、卒樂生への取り組み
風問浦村との交流20周年、各地で交流会も開催

2013年5月25日

学校法人同志社

■ハイライト④地域社会への取り組み
精莖町と包括連挑協定を締結、地域との連携を強化

■ハイライト⑤国際連携への取り組み

学校法人同志社
事業報告書2012

5

アフガニスタン和解の打開策を国際会議で提示

■ハイライト⑥環境保護に関する取り組み

.
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お問い合わせは

学校法人同志社法人部法人事務室

〒6028580京都市上京区今出川通烏丸東入
075・251-3006T匠L

FAX 075-251-4980

E・MAIL ルhoiin@mail.do$hi9ha.ac.jp

「世界学生環境サミット」や「COP18」で真剣な議論

■ハイライト⑦寄付事業に関する取り組み
新寄付教育プロジェウト、新寄付講座が始動

6

■事業の概要

同志牡大学

7

同志社女子大学

同志社中学校・高等学校

同志社香里中学校,高等学校

同志社女子中学校・高等学校

同志社国際中学校・高等学校

8

同志社小学校

10

同志社国際学院

同志社幼稚園

■【特集U教学体制の再編

2

■

新しい学びの形を追究する新校舎が今出川校地に完成

■ 1特集2】グラフで見る同志社

■財務の概要

12

概況

資金収支計算書

消費収支計算害

12

事業別決算

貸借対照表

12

財務比率

学校別の状況

13

2013年度の事業計画

■法人の概要

13

理事、監事、評議員、沿革

14
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同志社は、 1875(明治鋤年、新島襄

によ0て創立された、わが国有数のキリ

スト教主義の学園です。創立当時の生

徒はわずか8名でしたが、現在は同志社

大学、同志社女子大学のほか、4つの

高等学校、4つの中学校、小学校、国

際学院と幼稚園を含む総合学園となり、

学生・生徒・児童・園児は約4万2,000

名、教職員は1,900名を超えています。

また30万名を超える卒業生は、経済・

政治・宗教・教育・社会事業など多方

面で社会のために活躍しています。

新島は同志社の教育目的を]8謁(明

治21)年、全国に発表した「同志社大

学設立の旨意U の中で、次のよらに述

べています。

「(同志社設立の)目的とする所は、独

り普通の英学を教授するのみならず(中

略)、其梢袖を正大ならしめんことを勉

め、独り技芸才能ある人物を教育する

にルまらず、所謂る良心を手腕に運用

するの人物を出さんことを勉めたりき1劫

新島は、知育、体育だけでなく徳育

を含めた内1・徳・体」の需和ある教育

の実践を理想としていました。教育を

通して生徒・学生が、型にはまらず独
てき上ヨ' き

立心と才能あふれる佃俺不覇なる人物

として、「自治自立の人民1-国の良

教育理念

同志牡大学

,D」となることを究極の且的としました。

同志社では新島の建学の精神を受け

継ぎ、キリスト教主義、自由主綻、国

際主義を教宥の重要な柱としています。

また、生徒・学生の個性や彼らの自発

性を尊重し、全人教育を通して広い視

野から現状分析と将来展望を持って行

動することのできる人問、自らの良心

に従って牛.きる人問、新島の言う「自

治自立の人民」の育成をめぎします。

グローバル化が進む21世紀では、ます

ます新島の建学の理念が、そして同志

社教育が重要性を増すことでしょう。

(*)「同志社大学設立の舌意」「新島襄全集;よ"
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21世紀の飛躍をめざし強化の軸足を

ハード面からソフト面に移します

^^

、

^2013年2月23日の定例理事会

において、総長に再任されました。

01年4月に総長に就任してからの12

年間は、創立200年目に教育事業の完

成をめざす学校法人同志社にとって、

大変重要な時期でした。12年度は同

志社大学の今出川校地に待望の「良心

館」と「志高館」が完成し、文系学部の

学生が13年4月から、4年問同じキャ

ンパスで学べる環境が整いました。ま

た13年4月には「グローバル地域文化

学部」が開設され、14学部体制になり

ました。

同志社女子大学は5学部体制とな

り、わが国有数の総合女子火学に成長

しました。両大学以外の法人内各学校

も、教育環境を向上させるためのキャ

ンパス整備を殖極的に行っています。

時代の要請や社会の二ーズに応えるた

めのハード面の改革は、完成しつつあ

ると言0てよいと思います。

^今後、学校法人同志社をさらに魅

力のある学園にするには、何が必要に

なるでレようか。

改めて言うまでもなく、私学を取り

巻く競争環境は、極めて厳しい状況に

あります。特に少子化は、深刻な問題

冷

^

'

ι
.

_^^

ー、■^

奇

です。24年には18歳人口が現在より

約10万人も減少し、約109万人になる

と言われています。特色のない私学は、

淘汰されるでしょう。

こうした状況で、学校法人同志社が

今後も魅力ある学園であり続けるため

には、私学のアイデンティティを前面

に押し出した教育理念、すなわちソフ

ト面のより一層の強化が必要になりま

す。これからは強化の軸を、ハード面

からソフト面に変えていきます。

幸いにして学校法人同志社には、キ

リスト教主義、自由主義、国際主義を

柱とした「良心教育」の伝統がありま

す。この良心教育を同志社ブランドと

してより一層鮮明に打ち出し、社会に

アピールしていきます。

戦後教育において最も疎かにされて

きたのは心の教育、精神の潤養、つま

り「徳育」ではないかと考えています。

学問を単なる真理の探究として絶対視

する姿勢を改め、徳育を推進する必要

があるのではないでしょうか。

ただし徳育を推進するには、何らか

の精神的な基盤が必要です。そこで大

きな柱になるのが、同志社建学の精神

である「良心教育」なのです。今後、良

^^

^^

^

心教育の中身を現代的に問い直し、徳

育を基本とする教学によって、モラル

が高く、高潔な人格を有する優れた人

物を世の中に送り出すことが、私たち

の使命と確信しています。

^幼稚園から大学院までの一貫教育

体制も、同志社の大きな強みです。

学校法人同志社は2つの大学、4つの

高等学校、4つの中学校、2つの小学

校、幼稚園、各種学校のインターナ

ショナル・スケールというHの学校を

擁し、約4万2,000名の学生、生徒、児

童、園児が学んでいます。学校法人同

志社の強みである「一貫教育体制」の

さらなる充実にも、総長として全力で

取り組みます。良心的な行動や生き方

が彼らの血となり肉となるように、成

長度合いや発展段階に応じた良心教

育を実践してまいります。

また12年Ⅱ月には、法人理事会で

「医科大学(医学部)股置基本計画検

討チーム」が編成されました。医学校

の設立は同志社創立者・新島襄の"宿

Rrでもあります。新島が描いた夢の

実現に向けて、財政面・教学面などの

あらゆる角度から、設立の可能性を慎

重に検討する所存です。
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財政基盤をさらに安定させて、

「建学の精神」の滴養を推し進めます

^^
'^^

都

^^

^新理事長としての抱負をお聞かせ

ください。

同志社大学では教育効果をさらに向

上させるために、2013年度からすべて

の学部の学生が、今出川または京田辺

の校地で一貫して学ぶことができる新

しい教育体制に移行しました。"教学新

体制元年"と、言うべき節目の年に理

事長に就任し、思いを新たにしている

次第です。

学校法人同志社は、「キリスト教主

義」の学団です。同志社創立者の新島

襄は、キリスト教を士台にした「良心

教育」を唱え、良心を手腕に運用する

人物の養成をめざしました。そして、

この建学の精神によって同志社は137

年の歴史と伝統を築き、「地の塩」「世

の光」となる多くの人物を世に送り出

してきました。今後、今出川・京田辺

それぞれの校地の持つ特色をさらに充

実・発展させると共に、両校地の学生

や教員などの相互交流を促進し、同じ

志を持つ教育・研究共頂」体として、21

世紀に飛翔してまいる所存です。

ーー・一大河ドラマ「八重の桜」の放送が

始まり、同志社への関心や期待が高まっ

ています。

＼

^

^

.

、ノ气

^

曳

1

ち

「八重の桜」の主人公の新島八重は、

夫の襄が1876年に開設した女子塾(同

志社女子教育の源)に教師として参画

しています。自分の生き方をは0きり

と打ち出し、白らの力で人生を切り開

き、幕末から昭和までの激動の時代を

生.き抜きました。

現在の日本では、長い閉塞状況から

抜け出す明るい兆しも見えています。

こうした時代の転換期に、混乱の中に

あっても思いを貫いて生きた八重を主

人公にしたドラマが放送されることは、

意義深いものがあります。八重の生.き

方が、現代人の礎となり、光となるこ

とを期待しています。

^教育・研究面の充実には、財政の

安定が欠かせません。

同志社は2013年も格付投資情報セ

ンター(R&D から9年連続で、rAA+

(プラス)、方向は安定的」という格付

維持の決定を受けました。こうした健

全で安定した財務基盤が、同志社の教

育●升究活動を支えています。

13年4貝には、同志社大学に「グロー

バル地域文化学部」が開設され、H学

部体制となりました。グローバル社会

で活躍できる人材を「留学型」と「国内

戸'

J゛司

水谷誠
理事長からのメッセージ
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UesS4Kejl'0"ι
C力4カアιrs0π

型」で育成する同志社大学の人材育成

の取り組みは、12年度の文部科学省の

グローバル人材育成推進事業「グロー

バル30 PIUS」に採択されました。建学

の精杣を継承するグローバル・リーダー

を育てる「グローバル・りソース・マ

ネージメント」(GRM)も、12年度の文

部科学省汁専士課程教育リーディング

プログラム」に採択されています。

同志社女子大学では、17年度までの

大規模な今出川キャンパスの整備計画

が動き始めました。伺志社女子中学

校・嘉等学校でも、16年度までのキャ

ンパス整備計画が具体化します。同志

社国際中学校・高等学校では、同志社

国際学院初等部の卒業生を15年度か

ら受け入れるために、教育環境を向上

させるハード面の整備が進められてい

ます。ハード面で与えられるこれらの

充実した環境を活かしつつ、ソプト面

で「良心的に行動する人物の育成」と

いう建学の精神の滴養にさらに努めて

まいります。こうした重要な事業を確

実に実行に移すために、収入構造の多

様化などに取り組み、財政基盤のより

一層の安定化に努めてまいります。

(神学館札拝堂にて)
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グッド・ガバナンスを確立し、

満足度日本一の総合大学をめざします

同志社大学長インタビュ ^

『、、、

'^..'.
"^.
^

r-^ー.^

,・}ま・.,、

.'ー.1 ',ー

・・ t '、"

＼、
^

^

^

^第32代学長に選任されました。

文系学部が2013年4月に今出川校

地に統合移転したことで、文系学部の

教育が今出川校地で、理工系と文理融

合学部の教育が京田辺校地で完結す

る環境が整いました。同志社大学は今、

大きな転機を迎えています。

新学長として、良心を手腕に運用し

「地の塩」「但の光」となることができる

人物を育てるとともに、人材不足が叫

ばれる今だからこそ、社会的に有為な

人材を育成していきます。

^新学長として、 4つの長期目標を

提案されてぃます。

25年の「創立 150周年」に向けて、

「総合大学にふさわしい、量的拡大から

質的向上へのより一届の転換」、「京都

という地の利やキリスト教主義といっ

た、同志社大学が固有に持つ特色の強

イヒ、「全学レベルで取り組む施策と、

学部・研究科レベルで取り組む課題の

明確イヒ、「対外的・国際的な発信力の

強化」というH標を提案しています。

例えぱ、2つ目の「同志社大学固有

の特色の強化」では、京都に拠点を置

く伝統芸能・文化との教育・研究両面

でのコラポレーションなど、京都以外

では実現できない取り組みを、これま

で以上に推進することが考えられます。

他の大学と協力して、京都を国際的な

、

^ 冒
j冒

1

、

＼

＼

/'
^

日本研究のハブにすること、できるは

ずです。

現在、全国の大学生の約4割が首都

圏で学んでいます。こうした極端な"首

都集中"の状況においては、伝統と革

新が共存する京都という首都圏以外の

視点から、社会を考察する必要がある

とぎえています。

4つ目の「対外的・国際的な発信力

の強化」では、世界各国の日本研究者

との接点を強化Lて、同志社大学の教

育・研究への理解者を増やしていきま

す。そのため、国内外に情報を発信す

る広報活動や各種シンポジウム、国際

会議などを積極的に展開します。

長期目標を達成するためにまずは、

「今出川・京田辺両校地の有機的連携

の具体化」、「グッド・ガバナンスの確

立」という2つの課題に、最優先で取り

組みます。

同志社大学が「志を同じくする学園」

であり続けるには、今出川・京田辺両

校地の強固な連携が不可欠です。特に、

学生数が減少する京田辺校地の活性

化は喫緊の課題です。そこで今出川・

京田辺両校地を通じて免許や資格が

取れる利・目の充実や、文理融合の研究

環による産学官共同研究プロジェクト

の推進などに取り組みます。

^同志社大学を、どのような学園に

'・、1、上 N 'フ

雫, 'ψイ'ム".
^

'^

同志社大学
む、0 大:;う

村田晃嗣帳

したいとお考えですか。

「夢を紡げる大学」でありたいと願

い、40のビジョンを描いています。1

つ目は、"オンリーワン"の国際化を進

める大学です。建学の精神の1つであ

る「国際主義」に基づいて独自の国際

化戦略を展開し、他大学の国際化のモ

デルになりたいと思います。

2つ目は、学生や卒業生、教職員な

どにとって満足度日本一の大学です。

すべての関係者が、「同志社大学ここ

にあり」と誇れるようにします。祠志

社の徽章である三つ葉のクローバーは、

「知j徳1体」の三位一体をめざす教

育理念を表していますが、同時に「学

生」「教職員」「校友」が調和している姿

に見立てることができます。

3つ目は、日本一研究がしやすい大

学です。「それぞれの先生にとって、い

かに研究しやすいか」という視点に立っ

て、文系・理系各学部などの事情や

ニーズに合0た研究支援体制を構築し

たいと思います。4つ目がガバナンス

日本一の大学です。教育と研究をより

一屑進化させるためにも、意思決定の

過程を透明にして、熟議と効率のバラ

ンスをとることで、すべての教職員に

と0て「働きがいがある」、そして「働

きゃすい」環境を作っていきます。

(良心館ラーニング・コモンズにて)
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同志社女子教育の原点に帰り、
社会に貢献する良心に満ちた女性を育てます
^

^

同志社女子大学長インタビュ

_」.^

・大学 f..'、

加費峪'帳

ー""ー

、

^第14代学長に再任されました。

建学から1世紀以上が過ぎ、同志社

女子大学が果たすべき役割や、学園を

取り巻く環境は大きく変化しています。

学長1期Ⅱの3年間は同志社女子教育

の原点に帰り、建学以来受け継いでき

た「キリスト教主義」「国際主義」「りべ

ラル・アーツ」という教脊理念を継承

するとともに、rMissionj(同志社女子

大学が育む女性像Xこ即して、社会の

変化に対応し、どのような女性を育て

るかという観点から、いくつかの改革

を進めてきました。

1期目の取り組みは、形を見せ始め

ています。2期Hはこれまで進めてき

た改革を着実に実行に移すと同時に、

建学の精神に基づき、教育所"究のさ

らなる高度化に努めます。

ー^2期目の重要なテーマは、「女子

大学の将来構想」の具体化です。

2012年度から16年度までの5年間

の将来構想では、「りべラル・アーツ」

「社会」「女性・女子大学」という新たな

3つのキーワードを掲げました。そし

て、これらのキーワードを基に、5年問

で取り組むべき同志社女子大学の「強

み」につなげる方針と、阿金み」を支え

る方策を定めました。

「強み」につなげる方針は、「同志社

女子大学型知性の構築1『志』の実現

"

"^

1

^

、

^

1

キ匡↓

を支援する体制の構築121世紀を生

きる女性を育む『ホーム』を作る」の3

つ。「強み」を支える方策は、「安定し

た財政基盤の確保1大学の組織力の

強化Ⅱ教職員の意識改革」の3つです。

^現在、どのような取り組みが進ん

でいますか。

新たな教学組織として12年4月に

「大学院薬学研究科」を、13年4見に

は「音楽専攻科」を開設しました。さ

らに、新しい学部の設置に向けた検討

も進めています。

最も強調したいのは、「いかにして社

会に貢献するか」という観点から、リ

ベラル・アーツ教育のあり方を見直し

たことです。言い換えると、りべラル・

アーツ教育とキャリア教育(職業教育)

の密接な連携です。専門分野の知識や

技術を硫実に習得させるとともに、専

門分野以外の学問を学ぱせることで、

豊かな社会づくりに貢献できる女性を

育てたいと思います。

そのため初年次教育の改善や、教員

の教育能力・資質の向上に向けた組織

的な取り組みなどに力を入れてぃます。

教員の能力・資質向上の面では、実学

を教える救員だけでなく、どの学科の

教員であっても、「社会にどのように役

立つか」というキャリア教育の視点を

持つ必要があります。

^

、

7

、

^

宅

^

^社会とのつなか'りも、より一層重

要になっています。

これからの大学は学生の卒業後も視

野に入れ、社会的・]哉業的自立に向け

た指導に取り紅まなければなりません。

そこで、学生が大学生活の中で得たも

のが卒業後に生きていく上での糧とな

るような、社会との関わりを視野に入

れた"人のために生きる"教育を行って

います。そして、本学が女子総合大学

であることの意義をもう一度確認し、

私たちにしかできない教育、女性に必

要な教育の確立をめざしています。現

在構想中の女性教育センター(仮称)

やボランティア活動センター(1司)の設

立は、こうした取り矧みの一環です。

女性の生き方は多様化しています。

そこで、大学のカリキュラムや課外活

動などを通じて学生に、「それぞれのラ

イフステージにおいてどのように生き

ていくのか」を考えることができる環境

や、「こんな女性になりたい」という理

恕の女性像に近づくことができる環境

を提供します。

13年2月には、今出川キャンパス整

備計画を公表しました。安心・安全で

快適なキャンパスの実現はもとより、

自発的に学習できる環境づくりも視野

に入れて、整備を進めていきます。

(友和館ヒバートホールにて)
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「八重の桜」関連プロジェクト

東日本大震災からの復興をめざす
東北・福島を地元と連携して応援
大河ドラマ「八重の桜」の放送が、2013

年1月6日に始まりました。会津出身で、

同志社創立者の新島襄を支えた妻・新島

八重を主人公にしたドラマです。困難に

屈せず、凍とした八重の生き方に、東日

本大震災からの復興をめざす被災地への

力強いメッセージが込められています。

「八重の桜」制作統括の内藤愼介エグゼ

クティブ・プロデューサーは、汰のように

述べています。

「幕末の激動の中で、それまで信じてい

たものがすべて崩れ去った八重。しかし、

生きることから逃げなかった八重には、

人問としての強さがあります。それは、東

表主な「八重の桜」関連プロジェクト

日本大震災を経ながらも前に進もうとす

る、現在の日本の姿と重なるものがあり

ます」。

「八重の桜」には、もう1つの狙いがあり

ます。それは、東北・福島を元気にする

"祭"を起こすことです。「実際に東北を訪

れる。あるいは、ただ東北を思、うだけでも

いい。このドラマが、見る人々にと0て何

かのき0かけになればという願いを込め

ています」。

学校法人同志社は、東日本大震災の復

興支援を念頭に置いた、「八重の桜」のこ

うした制作意図に賛同し、番組制作のた

めの取材対応や資料提供など、全面的な

法人lt太半扇邉1
・公式サイトで特霞ページ「新島八重と同志社」開設(2011年8月)

大河ドラマ「ハ重の桜」放送記念プックレット「新塵八重と同志社』を作成(20他年5月)

・新島八重が結ぶ緑~こらんしょ福島おこしやす京都魅力満載フ丁ア後援(2012年7月3日~5日、2013年1月
29日~30日:プリッジにいかt 〔東京,日木橋〕、 2013年2月4日'丸ビル 1F MARU CUBE 〔東京・丸の内〕)

,福島まごころフェスタ譽加(2012年8月4日~5日:東京国際フォーラム展示室)

「新島八亜の生涯と戊辰戦争展」挑力(2012年9月14日~11月4日;二本松市、白河市)

・若松城天守閣狸土博物館企画展「京都守護職拝命150年と新鳥八亜」協力他012年9月叫日~11月4日会津
若松市)

,福島県の幅を立てて、全国高般駅伝(2012年12月23日)、全国都道府県対抗女子駅伝(2013年1月13日)を応援

げんき咲かそう 1 ふくしま大交流フェア参加(2012年他月24日!寅京国際フォーラム)

・ハンサムウーマンハ重と会津博大河ドラマ館協力(2013年1月12日~2014年1月14日'会津若松市)

,関西・ふくし主大学生交流事業(2013年1月円日~3月17日)に、同志社大学から7名、同志社女子大学から2名
が参加

新島八重子召天80年記念激動の時代にハンサムに生きる「新島襄・八重子展」榔力(2013年1月22日~12月

23日:旧碓氷郡役所展示室)

・学校法人同志牡、福島県と包括連携博定を締結(2013年1月29日)

大河ドラマ特別展「ハ重の桜」協力(2013任3月12日~5月6日:東宗江戸博物館)

・さくらきく、ふく」ま。閏西ふくンま交流フェア春加(2013年3月16日~17日:京都駅前広場)

・会津幕末検定協力(?013年3月17日実施)

・京都府庁旧木館春の一般公開「観桜祭」協力(2小3年3月20日~4月7日)

第42回N8e$imaRoom企画展「会津とハ亜ーハ亜を音τた故郷一」開催(2013年3月?6日~6月30日)

・新島旧邸特別公開(2012年9月~2013年1?月)

,新島八重の写真提供(新聞、雑誌、テレビなど)

池1北'・.,、

同志社キャラクター「八重さん」

協力を行っています。また、八重の出身

地である福島県や会津若松市をはじめ、

京都府などと連携・協力し、様々なプロ

ジェクト(表)を通じて、東H本大震災か

らの復興をめざす東北・福島を応援して

います。

福島県や会津若松市と連携協定

関連イベントなどに参加

その一環として、学校法人同志社は12

年3月21日に福島県会津若松市と、13年

1月29日に福島県と、それぞれ包括連携

協定を締結Lました。会津出身の山本覚

馬・八重兄妹が同志社創立に深く関わっ

たことにちなみ、相互の発展を図りなが

ら、地域の発展や東旧本大震災からの復

興に寄与するのが目的です。

福島県との連携協定の締結式で学校

法人同志社は、福島県に対する支援活動

の一環として立ち上げた「同志社東日本

大震災復興協力金募金」から、第1回義

援金(250万円:12年6月~12月分)を贈

呈しました。

この協定締結式は、東京・旺本橋にあ

る「プリッジにいがた」で行われました。

福島県と京都府の連携イベント「新島八

重が結ぶ縁~こらんしょ福島おこしやす

京都継力満載プエア」の会場とな0た場

所です。八重のゆかりの地である福島と

京都の魅力を紹介するこのイベントでは、

福島県や京都府の観光情報を掲載した

様々なパンフレットなどが配布され、地酒

やお菓子などの物産品が販売されました。

学校法人同志社もこのイベントを後援し、

株式会社同志社エンタープライズが「新

島八重オリジナルグッズ」の販売などを

行いました(写真力。

また、連携協定に基づく事業の1つとし

て学校法人同志社は、福島県や会津若松

市などの協力の下、第42回 Neesim3

Room企画展「会津と八重一八重を育てた

故撚一」を、13年3月26Uから開催してい

ι
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・新島八重棚究会発足

,公式サイトで特設ベージ「新鳥八薫X同志社女子大学」開設

食物靭空会と京都ブライトンホテルのコラボ企画2小2
「結~むすぷ~八重が繋ぐ京都と榧島~」オリシナルクッキーを企画・販亮

・人問生活学科学生が新島ハ重の洋装を再現。福島県に寄贈

・食物栄養科学科の学生が企画した八重さんの薯韮(じょうよう)まんじゅう「やえごころ」が商品北

・新島ハ重勗究会著「同志社の母新島ハ重」発行(2小2午10月24圓

・第帽回史料室企画展「新島八重と同志社女学校」(2012年"月23日~2014年3月31日)
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ます(会期は6月30"まで)。会津若松市

の協力により、「会津」の文化を今に伝える

"至宝"が展示されています。

八重の洋装を学生が再現

多くのイベントに資料提供

同志社大学と同志社女子大学も、東

北・福島の復興を応援する多くの活動を

行いました。

例えぱ、12年12月24日に東京国際

フォーラム(東京・有楽町)で開催された

「げん劃咲かそう!ふくしま大交流フェ

ア」に、同志社大学が参加。八重に関連

したパネルを展示したほか、「新島八重と

同志社」をはじめとする資料・を配布Lま

した。さらに、同志社社史資料センター

の露口卓也所長と小枝弘和研究貝が、「ハ

重さんってどんな人?」をテーマに5回の

ギャラリートークを行い、各回とも満席の

盛況でした(写真2)。

このほか、「さくらさく、ふくしま。関西

ふくしま交流フェア」(13年3月16日~17

H、京都駅前広場で開催)や、「ハンサム

ウーマンハ重と会津博大河ドラマ館」(13

年1月12日~14年1河 14日、会津若松市

で開催)などのイベントにも、同志社火学

は資料提供などで協力しました。

同志社女子大学では、生活科学部人問

生活学科の学生が八重の洋装を再現し、

12年9月6日に福島県に寄贈しました(写

真3)。制作を担当したのは、清水久美子

教授のゼミで服飾文化を学ぶ3・4年生の

15名です。世界一軽いシルクとして知ら

れる福島県の「川俣シルケ」を生地に使

用し、八重が身につけていた1880年代後

半の洋装を時代考証に基づいて、細部に

わたって再現しました。

八重の洋装は2着制作L、福島県に寄

則した1着は、福島県ブ本松市の二本松

市歴史資料館で行われた「新島八重の生

涯と戊辰戦争展」(会期12年9月14日~

Ⅱ月4印と、福島県立博物館(会津若松

市)で開催された2013年大河ドラマ特別

展「八重の桜」プレイベントで、13年2月

9日から5月6日まで展示されました。、

う1着は、「同志社女子大学史料室第18

回企画展『新島八重と同志社女学校』(会

期12年Ⅱ月23日~14年3月31日)」で展

示されてぃます。

3^ー゛゛Ξ.」..

1 -^L '^

隠考砦細
写真1 新島八重のオリジナルグッズ
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写真2 盛況だったギャラリートーウ
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客保桜の苗木を桂樹

駅伝で福島のチームを応援

京都府庁(京都市上京区)の敷地内に

は、「容保桜」(かたもりざくら)という桜

の木があります。大島桜と山桜の特徴を

併せ持つ珍しい品種です。かつて京都守

護職の上屋敷が府庁の敷地内にあ0たこ

とから、その任に当たった会津蒋主・松平

容保ほつだいらかたもり)の名を継承

し、容保桜と命名されました。

13年2月26日には、京都府と桜守・第

16代佐野藤右衛門氏のご厚意により、容

保桜の実生の苗木を寄贈していただき、

同志社大学今出川キャンパスに植樹Lま

した(写真4)。この木が、京都府・福島

県,・同志社の3者がさらに密接に連携を

と0てぃく1つのシンポルとなるように、

東日本大震災復興支援への「想い」や、3

者がともに発展することへの「願い」を込

めて、大きく育ててまいります。

また、その容保桜がある京都府庁の旧

本館で、毎年開催されている「春の一般

公開」。今年から名称を「京都府庁旧木館

観桜祭」に変更し、13年3月20日から4月

7日まで行われました。八重の桜の放送

にちなみ、今回は「京都八重の桜特別イ

ベント」が開催されました。このイベント

に同志社大学が協力し、八重のパネル展

示などが行われました。

一方、京都の冬の風物詩といえば駅伝

です。12年12月23日には「全国高校駅

, f

写真3 新島八重の洋装を福島県に寄贈
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伝」(男子は第儒回、女子は第24回)が、

13年1河13日には「第31回全国都道府県

対抗女子駅伝」が、それぞれ都大路を鯉

台にして開催されました。この2つの園U云

で同志社大学は、今出川校地にある志高

館の柵に幟(のばり)を立てて、福島県の

チームを応援しました。八重の桜の放送

を契機に交流が深まっている福島県に対

して、「東訂本大震災からの復興を応援

する」という願いを込めました。

このほか、同志社女子火学の新島八重

研究会が12年10月24日に、書籍「阿志

社の母新島八重』を発行しました。在学

生や教職貝などの関係者に配付するとと

もに、近畿圏の主な公共図杏館などに寄

贈しました。

この書籍には八重の生涯に加えて、「女

学校創設期の八重先生Ⅱ京都で酢った兄

と妹」丁ハンサムウーマン』再考」「明治時

代のガイドプックに紹介ざれる同志社」な

ど、執筆者の専門性を生かしたユニーク

なコラムが数多く掲載されているほか、

八重にまつわる写真やゆかりの地なども

紹介されています。

東日本火震災の発生から2年が過ぎま

した。被災地の方々が震災前の生活を完

全に取り戻すまでには、まだ長い時問が

かかりそうです。学校法人同志社は今後

も、東北・福島の方々と人的・知伯り・学術

的な交流を深めながら、その復興に協力

していきます。
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新学部開設や人材育成などで「国際主義」を実質化
りべラル・アーツ教育に基▼づいたキャリア教育を推進

ハイライト

社会の要請に応える取り組み
教育・研究、保護者・地域社会・国際連携・環境への取り組み、寄付事業

「国際主義」に基づいたグローバル化

を推進する同志社大学は、 H番目の学

部となる「グローバル地域文化学部」

を2013年4月、今出川校地(烏丸キャ

ンパス)に開股しました。

世界で活躍できる人材を育成

グローバル地域文化学とは、地城の

文化・歴史・社会に関する学際的な知

識をべースにして、グローバルな視点

から現代の世界が抱える様々な問題を

研究する学問です。13年1月に発生し

た「アルジェリア人質拘東事件」など、

現代世界の紛争や問題の多くは、文化

や人種、経済環境が異なることなどに

よる地城問の摩擦が原因になっていま

す。地城の文化や課題に対する深い理

解がないと、こうした紛争や問題は解

決できません。

そこで、グローバル地域文化学部で

は、ヨーロッパとアジア・太平洋、アメ

り力という3コースのいずれかに学生

が所属し、各地城の言語を学びながら、

自ら見定めた問題を解決する方法を考

えます。こうした4年問の学びゃ研究

を通じて、グローバルな視点から国際

社会で活躍する人材を育てます。

グローバル30PIUSに採択

グローバル地域文化学部の開設に先

立ち、祠志社大学のグローバル人材育

成事業「良心と進取の気性に縊れる同

志社グローバル人材育成のための実践

的取組」が、12年度の文部科学省「グ

ローバル人材育成推進事業(グローバ

ル30 PIUS)」のタイプA (全学推進型)

に採択されました。

グローバル30PIUSに採択された今

回の事業の大きな特長は、人材育成の

スキームを「留学型」と「国内型」とい

う2つの教育プログラムで構成したこ

とです。このうち留学型は学生を海外

に派遣するプログラムで、学術交流指

定校への交換留学や夏休み中の外国語

研修などを行います。国内型は、海外

留学をせずに、実践的な外国語運用能

力を学生に身につけさせるプログラム

になります。グローバル人制'として求

められる能力としては、rTOEFL".iBT

で79点以上」という数値目標を設定し

ました。これはTOEFt"、PBTで550

点、 TOEIC"で730点に相当します。

事業の最終年度である16年度末ま

でに、この基準を満たす国内型の学生

目標を達成するために留学劉では、外

国語研修プログラムや交換留学の充実

に加え、各学部の専門分野に関する留

学プログラムを構築するなど、留学目

的や期間、時期を多様化させます。国

内型では、学生に対して英語のみで授

業が行われる国際教育インスティ

テュートや、アメリカの大学が本学で

実施する授業の履修を促し、海外留学

と遜色ないプログラムを提供していき

ます。

"GO Glob臼1"

Passport

GO GI0力al"水ートフ台
リオによる初期目楓の
設定、間係科目賦低
外国語能力の伸鹽等
確認,催理

良心を手腕に還用する
「考動」するグローバル人材

「DWCLA I0」が始動

同志社女子大学は「りべラル・アー

ツ教育」の理念の下、キャリア教育を

推進するため、rDWCLA ΦOSNsha

Women、S C0Ⅱege of l'ibeτ且I Arts)

10」に基dく教育プログラムを始動さ

せました。学生がどの分野の学問を専

攻する場合でも、また、卒業後にどの

分野に進む場合でも、同志社女子大学

の学生として卒業までに身に0けても

らいたい10の基礎的・汎用的能力が

DWCLAI0です。

12年度からすべての授業科目のシラ

バスに、その科目の履修を通じて結果

として身につけることが期待される

DWCLAI0の能力を記載してぃます。

教える側には授業方法の工夫を促し、

学ぶ側には知識や技術の習得だけでは

なく、 DWCLAI0の大切さを理解して

もらい、自らの将来を切り開く力を身

につけてもらうことがねらいです。

また、全学共通科月に「キャリアの

ための自己表現演習」が設置されたほ

か、学科独白のカリキュラムにもキャ

リア科目が設置され、「りべラル・アー

ツ教育」に基づく同志社女子大学なら

ではのキャリア教育が大きく前進しま

した。

^
く国内型)

(TOEFL'.旧T79以上)

^

グローバル人材育成推進事業の概要

外国語による科目履修

10

外国語能力向上

^

グローバル人材閲連科目

(留学型)

去人内諸学校との連携・入学前からの対応

ラーニングコモンス

を年問 1.200 名

(全卒業者の約

20%)、留学型の

学生を年問1,800

名(同約30%)に

する目標を掲げ

ています。国内

型と留学型の合

計(重複を除く)

では、年間2.400

名(同約如%)を

めざしています。

こうした高い

動機付け 1

、、
、
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2 研究

働きゃすいオフィス照明や環境に優しい二次電池など
革新的な研究成果で社会に大きく貢献

同志社大学と同志社女子大学は

2012年度も、社会や時代の要請に応え

る革新的な研究成果を上げることがで

きました。その一例が、同志社大学理

工学部(インテリジェント情報工学科)

の三木光範教授が開発した「知的照明

システム」です。12年9月器日に東京

国際フォーラム(東京・有楽laDで行わ

れた「第10回産学官連携功労者表彰」

(内閣府主催)で、環境大臣賞を受賞し

ました。

率の良い光を提供できるので、電力使

用量とCO.排出量の削減にも役立ち

ます。

三木教授のシステムは、既に三菱地

所株式会社の協力を受けて、東京駅前

にある新丸の内ビルディング10階の

「エコッツェリア」というオフィスに導

入され、働きやすさと省エネを実現し

ています。さらに東京都内の5力所で

、実証実験が進んでおり、13年5月に

竣工する東京駅近くのオフィスビルに

突用化第1号として導入されます。

必要な光を必要な場所に届ける

工木教授が開発した知釣照明システ

ムは、オフィス内で一人ひとりの社員

の活動に最も適した明るさや色の照明

を提供できる"適光適所"のシステムで

す。人工知能を搭載した照明器具が

ネットワークでつながり、各デスクの

上にある照度センサの値を基に、明る

さや色を細かく調整できます。

大規模ビルでは、1万台以上の照明

器具があり、明るさと色の組み合わせ

は数億通りを超えると言われます。こ

れまで゛必要な照明を必要な場所にピ

ンポイントで届けることは不可能でし

たが、三木教授のシステムはそれを可

詐にしました。事鴉作業には「明るく

白い照明」、クリエイティブワークには

「少し暗めで暖かい色の照明」など、働

きゃすい照明環境を実現します。しか

もこのシステムは、最もエネルギー効

^

材料の各分野のメーカーも支援グルー

プとして参加し、電気自動車や再生可

能エネルギーの貯蔵、分散型電源など

への応用に向けた新究開発を進めてい

ます。今後10年程度を目標に、実用レ

ベルの電池性能(エネルギー密度

150owh/[以上、50owh/k創の達成

をめざしています。

低炭素牡会に貢献する二次電池

同志社大学理工学部(環嶢システム

学科)の盛満正嗣教授が開発を進めて

いる「水素/空気二次電池」も、これか

らの低炭素社会に貢献するものです。

水素/空気二次電池とは、負極に水

素吸蔵合金、正極に空気極、電解質に

アルカリ竹水溶液を使う新しい二次電

池(蓄電池)です。放電では水を生成

し、充電では水を分解するという、水

だけを活枇物質とする二汰電池です。

高エネルギー密度と安全性を両立でき

る「汰々仙代の二次電池」として注目

されています。

こうした盛満教授の捌発は、科学技

術振興機構 qsT)の「戦略的創造何

究推進事業・先端的低炭素化技術開発

(ALCA)」の新規研究開発課題 a2年

度)に採択されました。電池・白動車・

初期艇に栄養供給する機構を解朋

同志社女子大学薬学部の和田戈虹

教授と川村暢幸助教はバイオテクノロ

ジーの分野で、革新的な成果を上げま

した。大阪大学の産業科学研究所と大

学院医学系研究科、秋田大学大学院医

学系研窕利・と共同で、啼乳類の初期発

生脛(初期駆)に栄養を供給する機構

を解明しました。

具体的には、マウスの初期脛を使っ

て、初期脛が物質や栄養を得て増殖と

分化が進行する際に、ミクロオートファ

ジー(微小自食作用)という現象が起

こり、その現象には「rab7」というタン

パク質の機能(物質輪送を制御する機

能)が必要であることを明らかにしま

した。これまで、初期脛への栄養供給

や分化を制御する壮組みは明らかに

なっていませんでした。今回の共同研

究の成果は、啼乳動物の母体内で受精

から形態形成が起こる母子問相互作

用において、新たな視点をもたらした

と評価されています。
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^在校生の保護者、受験生、卒業生への取り組み
風問浦村との交流20周年、各地で交流会も開催

学校法人同志社は2012年度も、学

園の今を知ってもらうため、全国規模

の学校説明会を数多く行いました。例

えば、学校法人同志社と同志社大学は

12年10月13日、「学校法人同志社・風

問浦村交流20周年式典/同志社フェア

in風間浦」を、風問浦中学校(青森県

下北郡)で開催しました。

風間浦村は、新島襄が脱国の地・函

館に向かう途中に3日問寄港したゆか

りの地です。兜年に同志社との交流が

始まり、12年に20周年を迎えたことか

ら、第2回の嗣志社フェアと共同開催

しました。当日は、風問浦村と学校法

人同志社の連携協力に関する包括協

定を締結したほか、同志社大学袖学部

の本井康愽教授による「下北半島と同

志社一新島襄・八重をめぐ0て」と題

した講演、大河ドラマ「八重の桜」の

紹介などが行われました。

また、同志社女子大学は岡山・熊

本・金沢・東京・名古屋の5力所で、在

学生保護者と卒業生を対象に「同志社

女子大学の集い」を開催しました。保

讓老向けの就職説明会では、昨年度の

就職・進路状況とともに、キャリア支

^地域社会への取り組み
精華町と包括連携協定を締結、地域との連携を強化

学校法人同志社、同志社大学、同志

社女子大学は地域社会の発展に寄与

することを目的に、白治体や大学・高

校などと稙極的に連携を図0てぃます。

例えば2013年1月30日に学校法人同

志社は、学研都市建設の中核を担う京

都府精華町と包括連携協定を締結し

ました。同志社大学京田辺校地のラー

ネッド記念図書館を、精華町の皆さん

援の取り組みについて説明を行いまし

た。新島八重研究会の教員による講演

会は参加者の関心も高く、いずれの会

場も盛会となりました。

^国際連携への取り組み
アフガニスタン和解の打開策を国際会議で提示

に利用していただくほか、精華町の各

種委員会などへの大学教員の参加、精

華町による学生インターンシップの場

の提供など、知的・人的・物的資源を

活用して相互交流を進めます。

また、同志社女子大学では12年Ⅱ

月3日に新島記念講堂において、京田

辺市民文化祭の特別企画として、京田

辺「第ナUコンサートが行われました。

搬法人同志社・調濡村郊20周年記試典
,i _,^コエア1Π圃"潮惰鼻隔下北嚇)
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、

同志社大学のグローバル・スタ

ディーズ研究科と一神教学際研究セン

ター、アフガニスタン平和・開発研究

センターは共同で2012年6月27日に、

「アフガニスタンの和解と平和構築」と

題した国際会議を今出川キャンパスで

開催しました。会議では八田英二学長

(当時)の開会のあいさつに続き、基調

講演と参加者による討論が行われ、ア

フガニスタンの和解と平和構築に向け

た具体策を提示しました。

国際会議には、タリバン側からイア

デナ・ムハマンド師(アフガニスタン・

▲

.

^

交流20周年記念式典
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京田辺市文化協会・京田辺音楽連盟に

よる演奏会に、同志社女子大学学芸学

部音楽学科の教員と学生が恊力。音楽

学科管弦楽団がオーケストラとして参

加し、京田辺「第九」市民合唱団160

名の皆さんとともに演奏を披露しまし

た。地城と大学が一体となって実現し

た温かい演奏に、会場は大きな拍手で

包まれました。

.

.^
剛、

イスラーム首長国)とアプドゥッサラー

ム・ザイーフ師(元タリバンの駐パキ

スタン大仙)、ガイラト・バヒール氏(イ

スラーム党政治局長)が、カル"イ政

権側からマンスーム・スタネウザイ大

統領顧問が参加しました。さらに、ア

フガニスタンで学校の建設・運営を手

がけるトルコ系NGO(非政府矧織)の

ヌマン・エルドアン氏も加わりました。

タリバンが公式の代表を国際会議に

送ったのも、政府側の代表と詞席した

のも、今回が籾めてです。こうした歴

史的な会議を実現したことに加え、今

12

後の和平交渉の第1歩が同志社から踏

み出されたことの意義は、極めて大き

いと考えています。海外の主要メディ

アも大きく報道しました。

1 i、 71扉,ーー'、ー.1'●1

・t川,脚r
i

ゞL

/"

、、

国際会議「アフガニスタンの和解と平和構築」参加
者による討論のようす
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^環境保護に関する取り組み
「世界学生環境サミット」や「COP1別で真剣な議論

同志社大学は現在、省工木ルギーや

地球温暖化防止などの環境保護活動

に積極的に取り組んでいます。

その一環として、2012年9月5日か

ら8目には、本学が先導して毎年実施

する「世界学生環境サミット(WSES)」

が、スイスの口一子ンヌ大学で開催さ

れました。5回目となる今回の什ミッ

トには、31力国の38大学から71名が

^寄付事業に関する取り組み
新寄付教育プロジェクト、新寄付講座が始動

参加し、本学からは3名の学生が参加。

各国の学生と真剣な議論を繰り広げま

した。環境保護意識の世界的な高まり

を受け、参加校と参加者は回を追うご

とに増加しています。

12年11月26日から12月7日までは、

カタールのドーハで開催された「国連

気候変動枠紅み第18回締約国会議

(COP18)」に、「世界学生環境ネツト

学校法人同志社は、寄付教育価究プ

ロジェクトを推進するとともに、寄村

講座の開設などを積極的に行っていま

す。その一環として、同志社大学大学

院の脳科学研究科が2012年10「」1日

に、寄付教育研究プロジェクトの「天

然物基盤創薬研究センター」(設椴娚

問は13年9月30日までの予定)を開設

しました。株式会社U」田養蜂場本社か

ら1,000万円の資金提供を受けて、中

ワーク(WSEN)」のスタッフを務める

本学の学生3 名が参加しました。

COP18では国連の許可を得て、会場

内に専用のブース展示場を確保し、

WSESの取り組みを積極的にアピール

しました。またⅡ月29日には、参加し

た学生3名が会場内で国述からインタ

ビューを受け、その模様がインターネッ

トで世界中に配信されました。

^

枢神経系疾態、(特にアルツハイマー病、

うつ病、パーキンソン病など)を対象

に、全く新しい作用機序に基づく天然

物山来の創薬・サプリメント創成をめ

ざした研究を行っています。

寄付講座では同志社大学に、「読売

新聞寄付誹座」(春学朔、2単.位)が改

めて、「大学牛、恊寄付講座」(秋学期、2

単仁0 が新たに、開設されました。法

学部が開設した読売新聞寄付講座は、

【ロンドン五輪と同志社大学】フェンシングで「銀」、女子競泳80omりレーで8位入賞

2012年7月27日から8月12日まで開催さ

れた「ロンドンオリンビック」に同志杜大学の現

役学生とOB・OGの5選手が出場し、すばら

しい活躍を見せてくれました。日本中を熱狂さ

せたのがフェンシングの太田雄貴さんです。フ

ルーレ男子団体の準決勝では残り2秒で奇跡の

逆転勝利を収め、銀メダルの獲得につなけ'まし

た。フェンシング女子フルーン個人・団休では、

時卓問題に対する学生の理觧と関心

を高め、幅広い視野を持った人材を育

てるのが司的です。読売新聞大阪本社

の論説委貝や編集委員の方から、現代

社会の諾問題が論じられました。また、

商学都が開設した大学生協寄付講座

では、協1盲1組介の存在意義、起源と歴

史、現在の課題、将来展望について、

農恊、森林矧合、生協などの実務家に

よる講義を行いました。

【自然災害に対する緊急措置】竜巻や大雨、台風、暴風雪の被災者を対象に学費減免

池端花奈恵さん^ワ位と8位に入賞しました。

女子競泳80omりレーには、現役学生の高

野綾さん(当時スポーツ健康科学部1年生)が

出場し、アンカーを務めました。 100分の2秒

差で準決勝を突破して進出レた決勝は8位でし

たが、堂々の入賞を果たしました。陸上・棒

高跳びの我孫子智美さんと、トライアスロンの

足立真梨子さんも世界の強嚢を相手に、堂々

20卞1年に続き、12年も大きな自然災害が

続出しました。同志社大学は「東日本大震災

被災受験生に対する入学検定料及び被災学生

に対オる学費減免措置」を継続するとともに、

次の12年の大規模自然災害についても、在学

生を対魚に減免措黄を行いました。同志社女

子大学も同様の措置を行いまレた。

とした戦いぶりでした。また女子サッカー「な

でレこジャパン」では前田信弘さんが、ゴール

キーパーコーチを務めました。

「竜巻による被害に伴う学費等滅免の実施」
【栃木県】真岡市、芳賀郡茂木町、芳賀郡益子町

【茨城県1つくは市、常陸大宮市、筑西市、桜川市

「大雨による被害に伴う学費等滅免の実施」
【大分県】日田市、中津市、竹田市

【福岡県】朝倉市、久留米市、柳川市、八女市、筑後
市、みやま市、うきはホ、八女郡広111町

n§本県】阿纛ホ、熊本市、詞款郡南阿翻村、

ローム記念館で智"〒'f
行われた高野さ,、.'
んの壮行会
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^

E .ト
、. ・,.數.,

罰
豊』'

^

阿鳶郡産山村、詞鳶郡高森町

隙都劇宇治市

「台風怡号による被害に伴う学費滅免の実施」
【鹿児島県】大島郡与論町

「暴風雪による被害に伴う学費滅免の実施」
【北海道】室蘭市、登別市、伊達市、虻田郡豊浦岡・

洞爺湖町、有珠郡壮瞥町、白老郡白老町
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同志社大学

21世紀の私立大学の「魁」をめざして
社会や時代の要請に応える改革を推進

事業の概要
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創性を備え、産官学にわたってグロー

バルに活躍するりーダーへと導くため、

専門分野の枠を超え、博士課程前期・

後期一貫の世界に通用する質の保証

された学位プログラムを構築・展開し

ます。

12年度の同事業に採択された同志

社大学のGRMプログラムでは、多文

化共生社会の実現に挑むため、「グロー

ノ勺レ・りソース・マネジメント」という

学際領城を設定し、人問生存の基盤で

ある「資源・エネルギーエ学、インフラ

科学」と、「地球規模課題群(グローバ

ル・イシューズ)」に関わる人文・社会

科学を融合した学位プログラムを構築

しました。プログラムはグローバル・

スタデ子ーズ研究科と理工学研究科に

加え、艸学研究科、文学研究科、社会

学研究科、法学研究科、経済学研究

科、商学研究科、総合政策科学研究科

から学生を募り、選抜した上で実施し

ます。選抜された学生には、「グローバ

ル・りソース・マネジメント履修生特

別奨励金」を給付し、プログラムの活

動に専念できる環境を提供します。

GRMプログラムがめざすグローバ

ル・リーダーとは、「エリート型」のりー

ダーや過去の成功者をモデルにしたも

のではありません。強靭な精神と高度

な倫理観を持0て、困難な状況にある

国や新興国を舞台に活躍できる真のグ

ローノリレ・リーダーです。若年人口の

層が厚い新興国で切磋琢磨すること

で、少子化が進み閉塞感が高まる日本

の再生に貢献できる人材の育成をめざ

しています。同時に、最も困難な状況

に直面する国や地域の人々と共に、そ

の困難を打開できる人材を養成します。

薯実に進む産官学連携事業
リエゾンオフィス開設10周年

研究面では、大学問の競争が激しさ

を増す状況の下で12年度も、産官学連

携や国際共同研究、研究拠点形成など

1..

1875年

〒602■580 京都市上京区今出川通鳥丸東入玄武町601

TEL :075-251-3110

〒610・0394 京田辺市多々羅都谷1-3

TEL :077465,7010

'
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2013年度に"教学新体制元年"を迎

える同志社大学は、21世紀に飛躍する

私立大学の「魁」になるため、教学や

研究のより一層の充実を図る取り組み

を行0ています。
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グローバル化をさらに進展させる
フレームワークが整う

教学面では、グローバル人材育成挑

進事業「良心と進取の気性に縊れる同

志社グローバル人材育成のための実践

的取組」が、12年度の文部科学省「グ

ローバル人材育成推進事業(グローバ

ル30 PIUS)タイプA (全学推進型)」に

採択されました(詳細はP.10「ハイライ

ト」参1動。文部科学省から「S評価」

を受けている、いわゆる「グローバル

30」(留学生の受け入れが中心)と、今

回採択された「グローバル30PIU釦に

よって、グローバル化推進事業のフ

玉

,ーー

一写,ぜ

ノ

^

、.

^

レームワークが整いました。

12年7月には7番目の海外拠点とな

る「イスタンブール事務所」を、13年4

月には「グローバル地域文化学部」を

開設しました。教学理念の1つである

「国際主義」を推進するこれらの取り組

みによって、グローバル社会で活躍で

きる人材の育成に、より一層力を入れ

ていきます。

14

建学の精神を継承する
グローバル・リーダーを育成

大学院教育の改革も進んでいます。

その大きな柱が、博士課程教育リー

ディングプログラム rグローノリレ・リ

ソース・マネジメント」(GRM)です。

文部科学省の補助事業である汁専士

課程教育リーディングプログラム」は、

大学院教育の抜本的改革を支援する

ものです。優秀な学生を、術瞰力と独
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に積極的に取り組みました。例えぱ、

生命医科学部の医生命システム学科が

中心になって立ち上げた5年間のプロ

ジェケト「高次神経機能障害の発症メ

カニズムの解明と新規治療法の開発」

が、文部科学省の「平成24年度私立大

学戦略的研究基盤形成支援事・業」に採

択されました。総額約2億円(1億円が

文部科学省と私学事業団の補助金)の

事業規模で、アルツハイマー病やパー

キンソン病などの高次袖経機能障害の

発症メカニズムの解明と、新規治療法

の開発に取り組んでいます。

脳科学研究科では、日本学術振興会

の「平成24年度研究拠点形成事業

(A.先端拠点形成型)」に採択されたプ

ロジェクト「杣経シナプスナノ生理学

拠点の僕築」がスタートしました。海

外からドイツのゲッチンゲン大学大学

院、フランスのパリ第5火学、国内から

理化学研究所脳科学総合研究セン

ター、自然科学研究機構生理学研究所

が参加。特に未解明の部分が多い「シ

ナプス前終末の動的特性」の解明と、

その分子基盤の確立をめざしています。

産官学連携の窓口である「りエゾン

オフィス・知的財産センター」は12年

度に、開設10周年を迎えました。12年

7月Ⅱ日に京都市内のホテルで開催し

た開設10周年記念フォーラムでは、こ

れまでの産官学連携実績が紹介され、

次の10年に向か0て取り組むべき課

題が提示されました。同志社大学と連

携活動の実鎖がある企業3社と支援機

関による講演も行われました。今後も

様々な活動に意欲的に取り組み、「研

究力の伺志社大学」をめざします。

20年目の今回のメインテーマは「国際

政治・経済の動向」。定員600名をはる

かに超える1,244名の応募があり、抽

選で選ばれた約600名の受講者は、第

一線の講師の話に熱心に耳を傾けてい

ました。最終回には、大河ドラマ「ハ

重の桜」の主人公・新島八重への理解

を深める講義、行われました。

12年Ⅱ月3日~4日に開催した京田

辺校地の学園祭である「岡志社クロー

バー祭2012」には、京田辺市民の方々

が延べ約1万4,500名来場され、祭の3

本杜の1つに「震災復興支援」を掲げ、

応援メッセージの作成や福島県の物産

展の出店などを行いました。また、12

年7円からⅡ円にかけて全国7力所で

開催した「同志社大学キャンパスフェ

^^^■■^■

スタ」も好評でした。

定員を上回る入学者数

安定した大学違営を継続

13年度(13年4月)学部入学者の入

試実穎は、一般選抜入試の志願者が4

万1,072名(前年度比3.0%の増加)、セ

ンター試験利用入試の志願者が1万

274名(前年度比8.3%の減少)となり

ました。13年度の入学署数は入学定

員を上回り、堅罰な財政状況の維持に

よって、今後も安定した火学運営が見

込めます。

同志社大学は今後も、建学の精柿と

教育理念に立脚した取り組みを殖極的

に行い、'世界に貢献できる有益な人材

の育成に努めてまいります。

入学定員、入学者数、収容定員、在学生数(2012年5月1日現在)
学部・研究科名 入学定員 入学者数

チ部 神学部

文学部

社会学部

法学部

経済学部

商学部

政策学部

文化情報学部

理工学部

生命医科学部

スポーツ健康科学部

心理学部

グローノUレ・コミ里ニケーション学部

社会との連携を重視した

地城に貢献する取り組み

地城社会に貢献するための様々な活

動も行0ています。12年5月19日には

京田辺校地で、「京たなべ・同志社

ヒューマンカレッジ」を開催しました。

ム令十

研究科 神学研究科

艾学研究科

社会学朝究科

法学研究科

経済学研究科

商学研究科

総合政策科学研究科

文牝情報学研究科

理工学研究科

生命医科学研究科

スポーツ健康科学研究科

心理学研究科

アメ1ノカ研究科

グローバル,スタディーズ靭究科

脳科学研究科

司法研空科

ビジネス朝究科

60

670

400

850

850

850

400

280

730

240

150

150

150

61

734

417

858

931

836

401

325

760

285

オ 56

171

160

収容定員

240

2,680

1,600

3,400

3,400

3,400

1.600

1 オ20

2.920

960

600

600

300

在学生数

ム圭十

5780

309

3,091

1.913

3β53

3,861

3,767

1749

12孑4

3,624

1,114

679

646

296

鷲計

25

フフ

53

145

55

70

105

32

298

12ム

11

14

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

6,095

2,1481,370フ78

※理工学研究科には工学研究科を含む。

専任教員

16

49

37

84

12

23

70

20

365

109

15

10

22820

教員数

55

171

122

305

Π5

145

225

66

609

148

19

32

嘱託請師

26176

63

10

120

70

85

160

117

,79

31

74

238

60

836

175

22

35

Ⅱ

「8

5

208

T12

教員合計

1272

7052

54

専仟職員

332

967

フ.06?

144

10

360

,40

職員数

有期職員

2'666

108

25,486

職員合勳

2,466

440

28,642

学校法人 1可,舗f,,「業岨告、リ2012 15

敦職員数

総計

2.588

5
 
4
 
4

5
4



同志社(法人)2012年度の事業実績
区分

教青・研究

事業

中高の国際化推進プログラムの実施

第30回「東京新島謂座」開催01門剖
侠「キャンパスフェスタ in 東京」と同時閉イ御

財政

第35回「新島講座」開催aν19、 21)

その他

第17回同志社国際主鞍教育請演会開催(ν")

格付けの更新

「風問浦村との連携協力に閏する協定害j締結

「福島県とのふくしま復興のための包括連携に関す

る協定婁1締縮

1精華町との連携協力に関する協定害」締結

「医科六学匠学訟設置基本計画検討チーム」の編成

第17回「国際交流に関するエッセイヨンテスト,表彰

内客補足

第打0回「新昆襄生誕記念会」開催(2門2)

立石信雄氏(オムロン株式会社特別顧問)からの寄付全により、特色血る国際主義数音を展開し、国際村会に

貢献できる生徒の育成を目的としたプロヴラムを実施

第2回同志社「中学牛・高杖中英語大会」(2六7)
一立石杯一 Reoitation & SP舶oh co"te引

講師・請演

講師・講漬

同志社大学2012年度の実綾

新島襄生誕ワ0年記念出版

同志社合同学校説明会の実施

講師・講演. VI「8i"ie Gui旧Ud卯氏U剖ノ政治学院教授)「流動性と多様性:いかにしてヨーロッパは穆民大陸
にな0たのか?」公開セミナー:「ヨーロッパにおける白民族中心主義の政治と移民」

区分

教学組織変

更・定員改正

講師;ベニシア,スタン1/ー,スミス氏(ヘニシアインターナショナル英会話スクール代表)
講演'「steyin8 Youn宮~いつまでも若々しく、健康でいるために~」

露口卓也立学部教授「新島八重の印象一その精神力について」
米井嘉一生命医科学部教授「娃康長寿をめさすアンチエイシング研究最前線」

20栓年5月、 R&1(格付投資情報センター)が、登行は格付AA+(ダブルAプラス)方向性は安定的と格付維持{8
年連続)を発表

事業

「脳科学研究科」設置

2小2年円月13日縮結、「人材交流、教育・文化等の振興・発展のため連携」

「スポーツ健康科学研究科スポーツ健頒
科学専攻」課程変亜

2小3年明29日締結、「拒互の発展を図りながら、東日本大震災からのふくしま復興に寄与」

教職員採用

教育・研空

「生命医科学研究科」再編

2創3年1月30日縮結、「知的、人的、物的資源を有効に活用した事業を推進」

意思決定に必要な情報や資料を提供し、基本計画を検討

研究科名ならびに専攻名の名称変吏

応募!臼本語部門13点〔大学生の部3点、高校生の部7点、中学生の部3点)、英語部門恨4点(大学生の部5点、

惠校生の部82点、中学生の部37点)、表彰:最慢秀賞6名、優秀賞7名、佳作10宅

教員,職員

「博士課程教育リーティンヴプログラム」
採択

新島研究論文賞:島さくらゆう新島裏牛挺記念賊賞論文表彰:蟲優秀賞2名、優秀賞4名、佳作6名

中学生の部(Reoit引io" sectlon) D部門9名・1部門4名、高校生の部(soeech section) D部門8名・1部門6名
の計27名が出場、最優秀賞1名、各音卵小名に優秀賞、優良賞を表彰

「私立大学教育研究活性化設備整備嘉

業」採択

岩波文庫から「新島襄自伝一手記・紀行文・日二剥を出版

「私立大学戦略的研究基盤形成支援事
業」採択

幼雅園から大学まで合同の学校説明会を大阪(6月24助、京都(大学オープンキャンパスと同日8月5日)で開催

内客補足

田本学術振興会研究拠点形成事業」
(A.先端拠点形成型)採択

専攻構成:発達加齡脳再攻(一貫制博士課程)入学定員幻名、設置場所:京田辺校地(学靭都市キャンパス)

修士課程を博士課程(前期課程・後期課程)へ変更
入学定員:前期課程8名、後期課程3宅

「頭脳循環を加速する若手研究者戦鰯的

海外派遣プログラム」採択

現在の博士課程〔前期課程・径期課程)1専攻を2専攻へ再編

再攻構成;医工学,医情報学専攻(前期課程90名、後期課程2名)、医生命システム専攻(前期課程20名、後期課程12名)

科学研空費助成事業

薪究ヤンターの朋設

「工学研究科」を住里工学研究科」に、同研究科「工業化学再攻」を「応雨科学専攻」に名動変吏

専任教員17名、任期付教員40名、専任職員16名

申請類型:複合§削或型(多文北共生牡会)プログラム名称:グローバル・りソース・マネジメント
基幹研究科;グローバル・スタディース研究科、理T学研究科

寄付教育研究プロジェクトの開設
師牙究センター)

「ラー叉ング・ヨモンズにおける学生の主休的学びと学修の質保証」、「高廣な医療機器を学生実験にτ活用するエンシニ
ア養成プロヴラム」、「高度IC1エンジニア育成のための宴験室習訟備」

靭究環境充実費(学部・研究科分)新設

研究環境充実費(靭究センター分)新設

「高次神経櫂能障害の発症メカニズムの解閉と新規治療法の開発」
事業期間:2012年4月1日~2017年3月31日

リエソンフ里ア

「大学問達携共同教育推進事業」採択

「神経シナプスナノ生理学拠点の構築」コーディネーター 1高橋智幸脳科学研究科教授

事業期問:2012年4月1日~2017年3月31日

寄付教育研究プロジェクトの閉霞

(寄付講座)

「現代イスラーム世界の移行干デル国家としてのトルコにおける市民運動と民主北」
経済鰻争力のある福祉国家の構築に関する朝空」

交付件数278件、交付金額6憧5.000万円{遇去最多}

「波動エンクトロニクス靭究センター」、「高次神経椴能障害研究センター」、「先沸複合材料研究センター」、「神経疾患研

究センター」、「新エネルキー変換材料研突センター」、「管径方向分配現象研究センター」、「治療システム研究センター」、「ナ
ノ,バイオサイエンス研究センター」、「市民外交靭究センター」、「先端バイオメカニクス研究センター」

日米研究インスティテュート運営に関す
る協定

「天然物基盤創薬研究センター」

他大学,靭究機関などとの交流協定、包

括協定、教員交換協定、学生交換協定
の実施(大学間

学部・研究科等における研究活動の促進、研究環境の整備、大学院生を含む若手靭究者の支援をめざす

研究センターに助走的または準備的研究資金を措置」、外部資金が獲裾できるよう研究の基盤づくり寺めざす

他大学●升究機関などとの交流協定、連
携協定の実施(学部・研究科問など)

「りエソンオフィス・知的財産センター」開設10周年記念フォーラム

吐也域資格制度による組織的な大学地域連携の構築と教育の現代化」、「データに基づく課題解決型人材青成に資する折三十
教育質保証」、「教学評価は制による教青の質保証一教学質保証ネットワークー」

UNrsc0と位定締結

連携大学院方式にょる教育・研究に関

する協定害等締結

「坂田記念ジ十ーナリズム振興財団寄付講座(現代メディア・ジャーナリズム論)」、「医痩法人石鎚会田辺中央病院寄付講座(スポー

ツ・トピックス2 スポーツと娃康の関係を探る訓、「博報堂DYメディアパートナーズ寄付講座{スポーツ,トピックス,スポーツビ

ジネスはいかに行われるか)」、「京都市市民生活センター寄付請座(複合領滅科目2 消費者問願入門)」、「連合寄付講座(働くとい
うこと一現代の労働組合一)」、「伺志社会計人会寄付講庄陰計情報と組織運営)」、「大学生協寄付講庄懲同組合論一ひと・緋
社会連帯を求めてー」、「読売新聞寄付講座(特殊講義メティアから現代社会を読む)」、「ミネルヴァ書房寄付班座位化史特論(6D」

国際的な教育プログラムを推進するコン
ソーシアム形成に関する覚喜

大学旧コンソーシアム

「大学の国際化のためのネットワーク形
成推進事業」

研究代表者:小林聡生命医科学研究科教授

米国NP0法人「日米研究インスティテ"ート」の運営について、九州、京都、慶応義塾、筑波、東京、立命館、早稲田の
各大学学校法人と協定書締結

「ヴローバル人材育成推進事業」採択
<申請区分:タイプA(全学推進型)>

サウサンプトン大学(イギリス)、延世大学神学部〔韓国)、国立清華大学(台湾)、オスロ大学(ノルウェー)、コロラド大学ボル
ダー校(アメリカ)、コスタリカ大学(コスタリカ)、ダプリンシティ大学(アイルラン町、ローマ大学(イタリア)、カブール大学(ア
フガニスタン)、フランス社会科学高等靭究院ンランス)、総合地球環境学研究所、独立行政法人国立長寿医療研究センター

入哉

留学生学習・研究支擢チューター制度

情報環境の整備充実

亰都大学大学院生命科学研究科と同志社大学脳科学研究科との問における特別研究学生交流に関する榔定、杜会学部と

淡江高級中学との高大連携協定

司法研究科の教育宣援

16

「ユネスコ・チTア」の称号を獲得し、研究する立場を明確北

志願者数

「独立行政法人海洋研究開発燮情」、旧太ケミカルリサーチ株式会社」、「山科精器株式会社」

ASEAN諸国を中心としたアジアの大学と国際的な協働教育プログラムを推進し協力関係を強化することを目的としたコン

ソーシアムを、新潟、富山、福井、長崎、金沢の各大学と形成

「幸福感の国際比較分析に基づく、

P012年9月「大学月コンソーシアム」を設置し、連携大学問の業業を拡大

NAFSA 2012 Annual conference、 EA旧 2012 A"nU81 CO"〒eren舶、

学フェア開催(トルニ)、留学生父母懇談会(ソウル)

「国内型」と「留学型」の二つの新たな教育プログラムをヰ心に、創立者で高る新島襄がめぎした「良心教育」を礎として、「高
い倫理鶴」と「幅広い教養」を兼ね備え、自らの責任で思考」、行動できるグローバルな人物の養成をめざす

留学生の日本語及び英語力の向上や専門分野の研究につぃτの支援を、指導教員の指導のもと、本学の正規学生が行う制度

IC力ード北によるAV教卓キーレス丁ントリー化、遠隅講義システム更新など

アカデミックァドバイザー、特別授英等実詫、判倒・法令・法律雑誌テータベース契約の継続、国際法務教育プログラム
実施など

一般選抜入試4万,.072名、大学入試センター試験を利足する入試,万274名

トルコ亭蒜所開所式(フ/14大学説明会)、日本留



入試 一般選抜入学試験の試験地変更

外国人留学生入誠

向外指定校推薦入学面接の実詫

留学生別科海外入試

国際教青インスティテュート入試広報

留学説明会、進学(留学)フ'ア、高校
訪問(説明会・模擬授業実施など

学生支提

「G30大学キ催留学フェア」参加、

「同志社大学説明会」開催

JASS0日本留学フニア

大学院博士課程教育リーディングプログ

ラム「グローバル.1ノソース.マネシメ
ント」履修皇特別奨励金新設

高崎会場を廃止し、新潟会場寺新設

ソウル(韓国)、上海沖国)

博士後期課程若手研究者青成奨学全給付

ソウル,釜止(競国)、上海(中司、台北(台湾)

北京、上海(中国)

脳科学靭究科特別奨学金給付

JeP9n Deyキ催、ハートルプール(イギリス)、ドバイ(アラプ首長国連邦)、シドニー(オーストラリア)
参加フェア: rQs world umν剖Sitv Tou「:バンガロール(インド)」、 rHawe" C011e三e & ca「舶『 Fair」、 rclSンオーラム
モナニ1、「Kento plai船 C01[巳呂e Fair(東京)」、 rKIST sprL"邑 C011eEe Fei「(東京)」、「Yok0胎ma c011ege FaiT (横浜)」
高校詰問など!シンガポール、グァム、シ市カルタ・バンドン〔インドネシア)、トバイ・アプダピ(アラブ首長国連チⅢ、

シド三一・メルポルン(オーストラリア)

同志牡大学大学院私畳外国人留学生授

業料減免特別奨学金給付

同志社大学私費外国人留学=授業料減
免奨学金給付

特定国からの外国人留学生に對する支援

奨学金新設

韓国、中国、台湾、タイ、シンガポール、インド、インドネシア、人トナム、トルコ、イギリス

留学生別科対象奨学金給付

高雄・台北(台湾)、釜山・ソウル(韓国)、チェンマイ・バンコク〔タイ)、ジャカルタ(イントネシア)、ハノイ・ホーチミ

ン(ベトナム)、ウアラルンプール(マレーシア)

璽日本大震災被災学牛支援募金開訟

東日本大廃災被災受険生に對する入学
検定料及び被災学生に対する学費減免

措置の実施

グローバル・1ノソース,マネジメントのプンリミナリー試験炉E)、或いは、クォリファイング誠験(OEXこ含格レ、博土学
位取得及びグローバル・りソース,マネジメントの修了を目指す者に奨励金を支給

大雨、竜巻、台風、暴風雪による被害

に伴う学費等減免柑置の実施

博士学位取得を目指オ入学畦34哉末満の学生対象

博士学位取得を目指す入学時32歳未満の学生対象

課外プログラム

留学生の20~30%に対し年闇授業料を100%減免

国擦交流イベント「インターナショナル

デー」

年問授業料の50%、 30%、 20%を減免

新入留学生の集い

財政

特に経費支弁が困離である国や地域から入学を希望するものに月額8万5、000円に加え、学生納付金全額を支給

留学生生活支擾アドバイザー

年問授業料相当額の50%、 30%または20%を支給

留学生アンケート調査{生活編・キ〒リ

ア編)の実施

東日本大震災被災学費減免申請者46名に対し給付

受験生

在学生:

2013年度、 2014年度入学生学費

その他

第2号墓本金組入計画新設

...一Ξ1 ■..

入学検寔料を全額免除新入学生入学金全額、春学期・私学期学費授業料の2分の1を免除

春学期,秋学期学費授業料の2分の1を免除

災害救助法適用地域被災者に註当する受験生、在学生に対して減免措置を寅施

募全事業

遺贈寄付{預貯金}の受け入れ

「エンパワー&エコツァー西表島」、「函館キ十ンブ」、「フレンシャーズキャンブ」、「アッヤンブリーアワー」、「woT (ワット)」、
「クローバーシアター」、「寒栴館重まつ[ノ」、 rcLAPJ、「b(ふらっどプログラム」

世界学生環境サミソト出席

Doshishe spirlt week 2012

「world cafeシリーズ(中国、韓匡、フランス)」、 rworld Ki比卜旧nj、「てくてく韓国講座」

スマスパーティ」、「フラで国際交流」

同志社キ十ンパスンエスタ開催

同志杜フ丁ア[n風問浦

新入留学生を歓迎するため、各学部長如各朝究科長、教鞠【国際】主任等も交えたパーティを学長が主催。(2012年4月
12日、 10月11日)

新島旧邸特別公朋

来日直後の留学生の学生生活の相誠や質問に、本学の正蜆学生が応じるサポート制度

「新島八重子回想'剥

留学生の学生生活実態や就職括動の壯況等を把握するため、アンケート調査を実施

新司法試験合格者数

節寵への取組

2012年度入学生と同額に据え置ぎ寺決定

「ホームカミンケデー」開催

教育研空座設訟備の整備充宴に完てる財源を予め翫画前に確保するため、教学詫設所要見込髄額に伴う組入(2013年度
~2017午度)を毎年12億円ずつ実施

伺志社クローバー祭201?

今出川キャンパス新校舎建設資金募金、教育靭究施設等整備資金募金、特定寄付奨学金募金、スポーツ活動充実資金募金など

宅誉文化愽士贈呈

2億3,500万円(全銭的に恵まれない学生に勉学の拙会を与えるため)

東日本大震災復興協力金募全

ローザンヌ大学(スイス)

Neesima Room 企画展

「同志社を学び、知る」をテーマに妻耿室施 5/28 ~6/2、 10他9~ 1ν2

京田辺キャンパス礼拝堂および関連施設

校左牲校生墨験生との交流:〔栃木(フ/8)、福岡【7六4)、畳知臼0/8)、青森00門4)、呑"a0宏0)、束京臼ν18)、鳥取aν23〕〕

京田辺クリスマス燭火講美礼拝

卒黨生とのネットワーク強化00/13~ 10r14)

AKP,同志村大学40周年左好提携記念

講演会

P012年9月?7日~P小3年IP月27日、 NHK大河ドラマ「八重の桜」放映に伴い、創立者新島襄の邸宅を公開

復刻版の発行

「ヴローバル地域文化学部」の開設準備

44名(全国13位、西日本私立大学中1位)

短期ブログラム受け入れ

施設設備整備事業の内客
事業

フ/2 ~9/7の期問、今出111杖地15%、亰田辺校地16.35%の節箪措置

同志社創立■7周年記念ReU則卯他012年村月11日)、在学生と卒業生が世代を超えでつながる催しを実施

第22回風問浦村との国際交流事業実施

201?年11月3日~4日開催、学生・教職員・市民が一体となり、共に楽しみ、ふれあい

域が連携した新しいコミ旦ニティの形成をめざす

陳雨露(中国人民大学長)、ドナルド・キーン氏(元コニンビア大学教授)、 B引ndEn宮le「氏(チュービンゲン大学長)

今出川校地整備

福島県の復興支援に対レて福島県へ義擾金としで贈呈

その他整備

「私の同志杜スポーツ」、「会津とハ重一八重を膏てた故郷一」

設計提案競技を実施侶56"応募)

学生、教職員と京田辺市民のぎ加によるクリス〒ス礼拝

屋内休育施酘

「ハロウィンパーティ」、「クリ

2012年11月12日「2012年アメ 1ノカ大抽領選挙の意義」

事務室移転整備

今出"校地において2013午4月に開設

香柏館,白然系実験実習棟整備

夏期および冬期に、1~2ケ月の短期留学生プログラムを受入れ、実施(カールトンカレッジ、ノースイースタン大学、ニュー

オリンズ大学、ロチェスター丁科大学、ハーバード大学、 KCJS、 CLS、同徳女子大学、同志牡大学サマーセッション、

同志社大学スプリングセッション)

その他整備

内客補足

今出川新棟建設、鳥丸新棟建詮、既存建物敢修、埋蔵文北財発掘調査、

駐輪場整備、新会議棟建設なと

9月4日~7日に留学生4名が訪問し、小中学生と交流

神学館昇降機更新

ポート部合宿所建替

カウンセ1ノンヴセンター整備

正課・課外併用屋内運動場建般

事務室配置変亜

心理学部実験実習施設整備、香柏館低層棟トイレ増築

恵道館冷陽房機更新

ラーネッド記念図書館昇降拙更新

頌真館~理化学館光ケープル増設

交流する場を創出し、大学と地

事業期間

2009 ~ 2012年度

2小2年度

2小2年度

2小2年度

2側?年度

事業費

2山2年度

本年度支払額

108憶円

2012年度

2012年度

900万円

2012年度

3.200万円

2012年度

1,600万円

財源

学生生徒等納付金、寄付金、

第2号基本金

1億5500万円

1億4600万円

学生生徒等納付全、寄付金

5,000万円

学生生徒等納付金、寄付金

2,200万円

学生生徒等納付金、寄付金

2,130万円

学生生徒等納付全、寄付全

470万円

学生生徒等納付金、冨付全

学生生徒等納付金、寄付金

学生生徒等納付金、寄付全

学生生徒等納付金、寄村全

学生生徒等納付金、寄付金

学校i上人同志社,11業帷告,」1部12 17
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同志社女子大学

将来構想の具現化に取り組み
女子総合大学のブランド向上をめざす

、、

、

^■創立
■所在地

■^^

..ゞ.1^;:r、、

や優れた研究能力を有する高度専門

的職業人と、その指導者の養成を目的

としています。

f、、、'

1876年

〒610,0395 京都府京田辺市興戸南鉾立97.1

TEL :0774-65-8411

〒602-0893 京都市上京区今出川通寺町西入玄武町602-1

TEL :075-251-4111

h壮P://WWW.dwc.doS卜lisha.ac.jp/

、

田URL

同志社女子大学は建学以来受け継

いできた教育理念の下、今日における

大学の使命を考えてきました。そして

2012年2珂に、「将来構想に向けた方

針・方策」とそれらを実現するための7

つの目標を公表し、現在は具現化する

取り組みを推進しています。

また、プランド構築アクションプラ

ンに基づく活動にも力を入れています。

女子総合大学としてSpirit(教育理念)

に裏打ちされたMissi叩(同志社女子

大学が育む女性像)に基づき、教育,

研究活動を展開しています。

^ ーニ,ー L-r

ブランド構築アクションプランに
基づく取り組み

同志社女子大学では06午度よりプ

ランド構築のための取り組みを行って

います。俳年度にはブランド管理委員

会を設置。毎年ブランド構築アウショ

ンプランを策定し、実行・検証してい

ます。12年度は授業の始まりのチャイ

ムを「Doshlsha c0Ⅱege song」、終わ

りのチャイムを「同志社女子大学大学

歌」に変更しました。学生が同志社女

子大学の学生としての自覚と誇りを

持0て学生生活を送0てくれることを

願った取り組みです。また、新入生・

在学生を対象とした京料理のマナー

講座の開催や、一人暮らしの学生が健

全な食生活を送るためのレシピ本を発

行L、レシピは大学公式サイトでも紹

介しています。さらに、火学の歴史に

対する理解を深めることを目的に新島

八重研究会を発足。その研究成果と

して12年秋に『同志社の母新島八重』

を発行し、在学生・教職員に配付しま

した。

^.、

^

, ..1,"1 ',＼.1司1 ■

叉

き、学びへの自発的な取り組みが期待

されます。今後はりべラル・アーツと

キャリア教育の有機的な連携を進め、

自らの生き方を確立し、社会に貢献で

きる女性の育成をめざします。

また、大学院教育・研究の充実を図

るため、12年4月に大学院薬学研究科

(医療薬学専攻)を設置しました。4年

制の博士課程で入学定員は4名。医療

薬学の発展に貢献できる高度な専門性

りべラル・アーツとキャリア教育の

有機的連携、教学組織を新たに設置

キャリア教育の強化のため、学生に

卒業までに身につけてもらいたい力と

して U 年度に定めた「DWCIA

(Doshisha women'S C0Ⅱege of

Liberal Arts)10」を、 12年度から各授

業科回のシラバスに明記してぃます。

これにより、将授業でどのような力が

つくかを学生白身が意識することがで

入学定員、入学者数、

学部・研究科名

子口E

18

保育士養成課程を設置
資格取得支援講座も充実

12年3河に行われた「第26回管理栄

養士国家試験」では、生活科学部食物

栄養科学科管理栄養士専攻を同年3月

ム昏十

研空科

^芸;学!音E

現代社会学部

藁学部

表象文北学部

生活科学部

収容定員、在学生数(2012年5月1日現在)
入学定員 入学者數

ム豊十

轄計

教員数、職員數(2012年5月1日現在)

立学研究科

国際社会システム研究科

薬学研究科

生活科学研究科

専任教員

315

ι00

120

290

215

17フ

敦員數

嘱託講師

1β40

349

468

148

319

263

522

耕計

収容定員

教員合計

1280

1.620

720

1.180

860

1547

699

58

1398

在学生數

専任職員

5,660

1,491

1,817

805

1.269

1.029

75

1,570

職員數

有期職員

6,411

72

5,780

846

職員合割

147

6,412

61

教職員数

ニニニニ

32

【
一
一
.
一
一

重
,

一
「

黄
.

0
0
4
62

7
2

三

02

フ
ォ
3
2

釧
伯
 
4
 
伯

9
5
3
4

3
 
1



に卒業した78名が受験し、76名が合

格しました。合格率は97.4%で、好成

鞍を維持しています。

現代社会学部現代こども学科・6期生

のうち39名が受験した「平成25年度

公立小学校教員(講師除く)採用試験」

は、24名が二次試験に現役で合格L、

合格率は田.5%となりました。同学科

には12年4月入学生から新たに「保育

士養成課程」を設置しました。

キャリアサポートセンターが実施す

る資格取得支援講座の活用も盛んで

す。12年度は延べ約1,600名の学生が

受講しました。受講生の1人が「MOS

(マイクロソフトオフィススペシャリス

ト)世界学生火会2012」の日本代表(パ

ワーポイント割卵のに選ぱれ、世界大

会に出場。'世界第13位に脚きました。

を進めます。今回の整備計画では耐震

化への対応を含む安心・安全なキャン

パスの実現だけでなく、ゾーニングを

同志社女子大学2012年度の事業実績

区分

教学組織変
更・定員改

正

国内外の教育機関と協定を締結
教育連携を強化

12年5月には、米倒アーカンソー大

学フォートスミス校田ASF)と学生交

流協定を結びました。同志社女子大学

から毎年5名程度がUASFに1年問留

学し、UASFから2名程度の留学生が

同志社女子大学の「」apan studies

Program」に参加することになります。

また国内では、人的・知的資源の交

流・活用を通じて新たな学びの場を創

造するとともに、相互の教育の充実・

発展に資することを目的として、7月

にプール学院高等学校(大阪市)、10

月に金城学院高等学校陥古屋市)と

それぞれ教育連携協定を締結しまし

た。この2校が加わり、高等学校の教

育連携協定校はH校になりました。

事業

大学院藥学研究科医療薬学専攻博士

課程朋設

教職員採用

音楽専攻科申請

基本とした施設の配置による機能面も

重視、快適な学生生活とともに自主的

な学習環境の整備をめざしています。

教育・研究

特別任用教授[2号](薬学部医療藥学科?名・表象文化学部日木語日本文学科1名)、特別契約教員(理
代牡会学部社会システム学科1名)、仔期付教員(学芸学部情報メディア学科1名・生活科学部人間
生活学チ勘名)、特別任用助教(薬学部医療薬学科1名)、専任職員3宅、常勤嘱託職員2名

現代社会学部現代こども学科に保育
士養成課程開設

^^^.■.■■

キーノア教育の充実

内容補足

入学定員4名、収容定員16名

奈良県立医科大学との連携事業

入学定員20名、修業年限1年
中学校教諭・高等学校教論専修免許状(音楽)課程詮置

2012年6月設置に係る届出、教職課程に係る申請

ティーチング・アシスタント制度導入

情報環境の整備充実

「私立大学教育研究活性化設備塾備
享業」

入試制度

保音士演習室設置

課程の定員50宅

En剖i5b camP 朋始

キャリア教育科目、書学科が実施するインターンシッププ園
ヴラムの充実、本学学牛が身につけるべき基礎的・汎用的
能力「DWCLAI0」の理解促進

音楽学科音楽文北専攻のコース制を
廃止し、音楽文北専攻で募集

推薦入学試験S(公尊制推薦入学試
験)の二次選考(面1劃の廃止

単位互換科目「健康科学概論」(医療薬学科応用各論科目)新設

大学院生の教青経験、学部教育の充実を目的としτ実施

学外入学試験場見声し

学生生徒支

援

ネットワーウリプンイス、一般教室・情報処理教室
のシステムリプンイスなど

数青連携特別推薦入学試験の貝直し

音楽専攻科入学試鞍宴施

「1CTを活用したアクティブ・ラーニング支援システムの導
λ」が採択

入試志願状況は堅調

キヤンバス整備計画を公表

13年度(13年4月入学)の一般入試

志願名数(センター利用入試を含む)

は1万280名(前年度比5.8%増)、その

他の入試の志願者数は4,090名(同

H.1%増)でした。

13年2月には、今出川キャンパス整

備の建設工事計画を公表しました。13

年8月から18年3月までの予定で整備

「同志牡女子大学新島賞」の充実

課程設置に伴う対応

英語ヨミ豆ニケーションスキルの向上を目指した2泊3日の
含宿靭修

「同志村女子大学大学院特別奨学金」
の充実

財政

コース制廃止に伴い、コース別の審査ではなく音楽文化専
攻としτ募集および選書(審査)

W血履修登録システムの導入

大雨、突風、暴風雪等による被害に

伴う学費等滅免措置の実施

その他

第2号基本金組入

推薦入学誠験S:高松試験場の新規実施

第3号基太金組入

被推薦学科数および人数枠の拡大

尊金事業

募集人員20名

特別推薦入学試験および一般入学試験実施

「同志社女学校の創成期と新島八重」

関連事業の実施

学力、人物ともに特に優秀む者に対し、一層の向上を奨励す
ることを目的として副賞を増額

自習室

京都聖舟学院との連携強北

薬学研突科設置に伴う採用数増

薬学薪究科における自己点検・評価
の実施

秋学期登録時より実施

災害救助法適用地域被災者に該当する墨験牛、新入生、在
学生に対して減鳧を実施

「同志社女子大学の集い2012」開催

キャンバス施設設備整備充実資金8憶円

教音研究充実基金4,000万円

「ホームカミングデー2012」開催

教育研究条件整備資金募金

栄光館講堂改修シ十ンデリア奉献

式開催

施設設備整備事業の内容

新島八重研突会による小冊子の作成、特設サイトの開設、
オ1ノジナルグッズの制作

節雷への取り組み

事業

京都聖母学院中学校・高等学校において「同志社女子大学
コース」を設定する新カリキュラムの運用を閧始
※伺志社女7大学への教育連携特別推薫入学は2015年度より

今出川キャン
バス

新制度の「大学院4年制博士課程上こおける靭究・教育など
の状況に関する自己貞検・評価を実施し、その結果を2012
年8月31日付でホームベージに掲數(文部科学省にも提出)

内客補足

京田辺キャン
ノぐス

今出川キャンパス整備享業(耐震対応含
む)に係る基本設計、実施詮計他

岡山(6月9日)、熊本(6岡伯鋤、金沢{7月1印、東京(9月
22日)、名古屋(9月23日)

栄光館講堂空調設備導入等

京田辺キャンパスにて、軸750人の卒業生等が参加

みぎわ寮トイン改修等

改修に併せ、講堂のシャンテリア照明を19詑年創建時のオ
リジナル照明に復元

知徳館照明器具亜新等

頌啓館照明器具更新、トイレ改修等

5月14日~9月30日、卞月12日~2013年3月31日の問に実施

聡恵館保青士演習室設置

受変電設備更新

自動火災報知機取替等

事業期間

2011年度~
2017年度

2012年度

2012年度

事業費

2012年度

総享業費58憶円の

うち2,680万円

2動2年度

3憶3,580万円

20,2年度

2260万円

2012年度

2β50万円

2012年度

財源

"窯690万円

第2号基太金

2290万円

55叩万円

学生生徒等納付金、

寄付令

1,540万円

、1校法人師」志社小業靴告,112012 杓
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高校の新カリキユラムを編成

2013年度高等学校の新学習指導要

領改訂に先駆けて、新力りキュラムを

12年度から編成しました。これに伴い、

高校は1年生(全科目必゛制で幅広い

学びを通して自らの可能性を探り、2

年生(選択科目は約20%)はめざす進

路や興味・関心に応じて学び、3年生

(選択科目は約50%)は卒業後を強く

意識して学ぶという、3年問の学びの

流れをより明確にしました。

パワーアップセミナーでは建築家の

吉村篤一氏、トライアスロン専用のバ

イク製作会社を経営する田中信行氏、

同志社大学の村田晃嗣法学部教授(現

大学長)など、多彩な講師をお招きし

ました。進路がほぽ確定した高校3年

生にとって、素敵な生き力をしてぃる

大人たちの有意義なお話を聞いたこと

は、これからの人生を生きるための1つ

の指針になったと思います。

帽乃年

〒606・8558 京都市左京区岩倉大鷺町鵠

TEL :075・781-7121

ht如ゾ/WWW.jsdoshi$ha.ac.jp/
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同志牡中学校・高等学校
き力らよしみ

経過し、建物関係の整備はほぽ完了し

ました。12年度は、350m全天候型走

路のほか、ラグビーやラクロスなどの

競技に使用する人工芝グラウンドが完

成しました。

木村良己校岳

同志社を創立した新島襄は、建学の目的

として「良心を手腕に運用する人物」の育

成を掲げました。この精神は137年たった

今も、全くぶれることが勗りません。画一

化したロポットのような人材を生産する「教

育工場」ではなく、生徒一人ひとりの「意欲

的に学びたい」という気持ちをかき立て、世

界を舞台に活躍できる志の高い人物が育つ

「知的創造空問」の創出に、教職員の総力を

結集して取り組みます。が

同志社中学校・高等学校2012年度の事業実績
区分

教職員採用

教育・駅究

グラウンドの人工芝化を実現

国際交流プログラムでは、ヌエバス

クールに中学生を6名、ウェスリーカ

レッジに高校1年生8名を派遣しまし

た。13年度から同志社4高校合同でハ

ワイのプナホウ・スクールに4名(各校

1名ずつ)の牛徒を派遣するプログラム

が立ち上がります。12年度は、その準

備にあたりました。

中学校と高等学校が統合して3年が

事業

13年度入学者の入試実穎は、中学

の一般入試の志願者は417名、合格者

は2郭名。高校は一般入試と推薦入試

の合計で237名の志願者があり、合格

者は168名でした。

専任教員3名

専任職員1名

新力りキュラム編成

土曜日特別補講

学生生徒支援

パワーアップセミナーの実施

靭究誌発行

短期交換留学

国際立流プログラム

内客補足

奨学享業の実施

数学科イ名、英語科1名、美術科1名

財政

新学習指導要領改定に伴う改正(高校)

高校2年生対象(国き吾数学,英語)、高校3年生対象(化学・物理)

修学主援事業の実施

施設設備整備事業の内容

高校3年生対象「特別企画」(将来展望・進路関拓)

奨学金加算給付措置

彰栄35号(教育・研究実践X中学般)

事業

第2号基本金組入・取崩

オーストラリア・ウェスリーカンッジへ派遣8名(高杖1年生)・受
入卞名

校地整傭

20

アメリカ・ヌエバスクールへ派遣6名(中学生)・受入5名

給付M名:殴方秀和奨学令(3名)、同志社高等学校特別奨学金伯
名)、同志社校左会奨学金0名)、同志牡中学校新島会奨学金佃名)、
同志杜中学校司鐘奨学金臼名)

貸与5名:同志社中学校桑の実奨学貸付金(5割

校璃システム
リプレース

内客補足

グラウンド整備、

ウンド)等整備、
広場整備

漂境学習設備

あんしん修学支援奨学金(船付;114名)

京都府の私立高等学校島んしん修学支援事業導入に伴い、四方禿
和奨学生に対」特別奨学金から教育充実費相当額を加算船付

入学定員、入学者数、収容定員、生徒数(2012年5月1日現在)
入学定員 入学者數 収客定員

成績系ネットワーケ追加、校務端末セキュ

リティ、システム導入諸経畳、推薫サプシ
ステム追加カスタマイズ

第2号基本金1憶2.500万円を組入れ

第2号基本金1憶2600万円を取崩し、校地整備に充当

中学校

更衣室(北東杖地、東グラ
しらさぎ会館整備、ケヤキ

太陽光発電殷備設置工事

高等学校

ム卦十

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

専任教員

事業期間

20他年廣~
2小3年度

86

288

360

2012年度

648

教員数

事業畳

嘱託講師

3億~

3億5,000万円

2012任度

61

,,帽0万円

293

財源

教員合青

365

第2号基木金、学生

牛徒等納付金、寄
付金

658

1.000万円

147

特定支出単備金(校
務システムリプンー

ス準備金)

専任職員

学皇牛徒等納付金

864

1,080

13

1,944

職員数

有期職員

在籍者數

19

874

1.063

1,937

職員合計

32

教職員数

総計

同
志
社
ら
し
い
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い
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中高一貫教育が活発化

創立60周年記念事業として建設し

ていた新校舎が完成し、2012年9月に

は高等学校の新校舎の使用が始まりま

した。新キャンパスは、教員室をはさ

んで両翼に中学校と高等学校のホーム

ルーム棟を配置。音楽室や美術室、理

科実験室などが入る特別教室棟は独

立棟とし、中高の生徒が共に利用でき

るようにしました。中高の一貫教育が

より一届効果的に進められ、中学生と

高校生のコミュニケーションもさらに

深まると期待しています。

また、生徒の安全を硫保するため、

各校舎の耐震補強工事をすべて完丁

しました。文化祭などの屋外行事に使

用する中庭を整地し、グラウンドやテ

ニスコート、駐車場・駐輪場も整備し

ました。

1951年

〒572-8585 大阪府寝屋川市三井南町15-1

TEL :072.831,0285

h壮P;ノ/WWW.kori.d05〒lisha.ac.jp/
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同志社香里中学校・高等学校
にしや主けいい島

西山啓一校長

総引

の男子生徒2人が優勝しました。

13年度入学試験の結果は中学校が

本校は自治自立の糟神に基づく同志社教

育を実践することにより、基礎学力の向上

と同時に、生徒一人ひとりが持っている潜

在能力の開花をめざしており、そのための

教育メニューを数多く用意しています。新

校舎が完成レたことで、生徒がこれまで以

上に落ち着いた雲囲気で勉強や課外活動に

取り組めるようになりました。これが、学

力面やクラブ活動の結果に表れ始めている

ことを実感しています。

同志社香里中学校・高等学校2012年度の事業実績
区分

教職員採用

教育・研究

事業

専任教員1名

海外交流プログラム

課外活動で経かしい成果

12年度は課外活動でも煉かしい成

果を上げました。高校ダンス部が2年

連続で全国優勝を果たし、中学ダンス

部も西日本大会で優勝しました。「全

日本中学校英語弁論大会」では中学3

年生の男子生徒が優勝し、軽音楽部は

「we are sneaker Ages」グランプリ

大会で準グランプリ校賞とべストサ

ポーター校賞をW受賞しました。ユ

ニークなケースとしては、高校生を対

象にした「ハイスクール漫才」で、本校

国際交流イベント

"The sme11 Plar旧t 2012"

志願者1,0怖名、合格者415名、高校が

志願者70名、合格者68名でした。

入試制度

アドバンス講座

内客補足

学生生徒

支援

キャリア教育

社会科1名

人権アッセンブ1/ー

オーストラリア・アデレード語学る刑'プログラムa7日問、高校牛19
中学生5名)、オーストシリア,アピンブル校語学研惰プログラム
(30日問、高校生1名)、アメリカ・ボストン交流プロヴラム a1日問、
高校生14名、中学生38名)、アメリカ・ヌエバスケール交流プログラ
ムa0日間、中学竺6名)

福祉体験授業

中学前・後期日程実施

財政

"5

奨学峯業

その他

就学支援事業

異文北理解と交流、高校生全員と中学生希望者

創立60周年記念事業募金

国公立大学等をめぎす生徒対象、外部講師による請義、全25回

施設設備整備事業の内容

オープンキ十ンパス・体験授業

牡会人講師を招き、実践的キャリア教育を実施(中学3年生対象)

クリスマスセレブレーション

事業

講演とパフォーマンスによる人権教育、中学3年生と高校生全員書加

わくわくサイエンスデー

中学1年生対叡、寝屋ル市福祉協議会等の協力による車柵子体験学習

60周午記念事業

第1期丁事

荏期日程導入2年目(志願者前期 t363名桜期:702名)

給付11名:香里中・高奨学金(2名)、香里PTA奨学金(7名)、校左会
奨学金(2名)

60周年記念事業

第2期工事

大阪府私立高校生等就学主援推進校指定による奨学金
(高1:118名、高2:102名、高3:49名)

印周年記念事業
第3期工事

内客補足

特別教室槿・新讐通教室棟等の建設事業の力め

明誠館,新明誠館解体、新普通教室棟建
設工事、尚志館・新尚志館解体等工事

60周年記念事業

第4期丁事

2回実施(小学4・5年生対象及び小学6年生対割

地域住民との交流

第2グラウンド整備、野球場整備、多目
的グラウンド整備、駐車場整備

讃光館空調詮備

改修工事

寝屋川市内の小学生向け理科体験授業

呑左館(部室キ東)建督、香真館空調設備
工事

入学定員、入学者数、収容定員、生徒数(2012年5月1日現在)
収容定員入学者数入学定員

譜光館スロープ設置および中庭整備工事

中学校

譜光館空調般備亜新および仇装改修工事

高等学校

ム畳十

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

事業期間

2011年4月~
2013年3月

専任教員

2011年4月~

2013年3月

事業費
(2012年度分)

67

2012年1月~

2012年11月

240

7億8'800万円

315

2012年8月~
2013年3月

教員数

555

嘱託講師

1億9.100万円

2動2年7月~

P小3年9月

財源

40

1億4β00万円

学生生徒等納付金

寄付金・法人内資金

3200万円

254

教員合計

学生生徒等納付金
寄付金・法人内資金

313

3,060万円

567

107

学生生徒等納付全

寄付全・法人内資金

学生生徒等納付金,

寄付金・法人内資金

専任職員

学生生徒等納付金

720

8

945

1,665

職員数

有期職員

在籍者数

0

748

909

職員合翫

1657

学校法人司志社中業根告冉2012 21

8

教職員数
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新カリキユラムを実施

2012年度から中学では全学年で、高

校では段階的に、新カリキュラムを実

施しています。7時間の授業が週3日

となり、総授業時問数が週31時問から

週33時問に増え、さらなる学力向上を

めざしています。

英語、数学の基礎学力の定着を図る

ため、本校卒業生によるマン・ツー・マ

ンの指導を受けられる「チューター制

度」は導入3年目を迎え、追跡調査に

よれば効果は着実に表れています。

1876年

〒602・0893 京都市上京区今出川通寺町西入玄武町602.1

TEL :075-251-4305

hせP://WWW.Ei"S.doshisha.ac.jp/
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同志社女子中学校・高等学校
01:0島とL急

辻村好杖長^

"

ι

杏に着手します。

13年度入学者の入試実績は、後期日

稗導入2年目の中学では、志願者総数

^■.ー^
新島襄先生が掲げた「キリスト教主義」

は137年の長きにわたって受け継がれ、

徒たちは毎日の礼拝や福祉教育、平和教育

などを通して、隣人愛を育んでいます。

のため人のために貢献したいという熱い思

いは、医学や薬学、福祉などの多方面にわ

たるそれぞれの進路へと繋がっていきます。

これこそが同志社ならではの女子教育であ

り、「地の塩」「世の光」となる女性(ひと)

が社会へと羽ばたいているのです。

福祉教育をさらに充実

12年度から、6月の「花の日」を全校

挙げての「福祉の日」と位置づけ、新

たに中学生対象の人権福祉講演会を

開きました。高校はこれまで同様、1年

生は「花の日礼拝」で講堂を飾0た花

を、児童養護施設などの様々な施設

(24力所)に届けました。また、2年生

は高齢者福祉講演会を行い、3年生は

車椅子バスケットポールを体験しまし

た。

平和教育としての中学2年生の長崎

修学旅行、高校2年生の沖縄修学旅行

も例年通り行いました。長岫では被爆

者の方の講話をお聞きし、沖縄ではガ

マ(壕)に入るなど、その地でこそ体感

できる学びを大切にしてぃます。

新校舎の建設については、基本設計

が完成しました。13年度は一部埋文調

同志社女子中学校・高等学校2012年度の事業実績
区分

教職員採用

教育・研究

事業

専任教員5名

専任職員1名

カリキュラム(WR ,LA)の変更

イギリス語学研修

が前年度を上回り内2名、合格者474

名でした。高校は定員20名に対して

合格老は22名でした。

オーストラリア語学研修

アメリカ・ヌエバスクールとの交流

丁OEIC受験

新入生交流プログラム

宗教交流プログラム

内客補足

平和教育

入詰制度

英語科?名、理科1名、社会科1名、司妻1名

福祉教育

学生生徒主援

芸術鑑賞

新カリキュラムの実詫及び週3日7時間授業の実施

財政

モーバンカレッジへ高校生30名、,6日問

チューター制度

その他

シドニー、セントレオズカッンッジへ中学生30名、12日問

中学前・後期日程実施

サンフランシスコ、ヌエバスケールへ中学生派遣6名、 8日間、
受入れ4名、 8日問

奨学金制度

施設設備整備事業の内容

修学支援事業

高校1年生日rld邑e、 2年生 Brld宮e、 1P、 3年生IP

享業

第2号基本金組入

中学1年生修甍会佐泊3日ユニトピア抜山

教育環境整備

オープンキャンパス・休験授業

中学2年生~高校3年ヰa泊2日びわこ1ノトリートセンター)

22

長岫修学煎行(中学2年生)、沖縄修学熊行(高校2住生)

校地整備

福祉詫設、多磨全牛閏、高齡者施設訪問

内客補足

京都市交響楽団の音楽鑑賞(全校生)、狂言鑑賞、中国楽器
搭賞(中学1年生)

空調システム保守

國書,情報センター BDSシステム改修

本校幸業生の指導による中学生の英Z吾数学の学力向上

新絞舎建毅事業に関する基木設計策定

後期日程導入2年目は願者前期:334名後期:458名)

入学定員、入学者数、収容定員、生徒数(2012年5月1日現在)
入学者数入学定員 収客定員

伺志社女子中学校,高等学校奨学金(給付4名、貸与4名)

栄光館チャベル改修工事

畠んUん修学支援奨学金(給付79名)

中学校

教学施設整備資金3憶円{新校舎建霞、耐震改イ劇

栄光詑事務室・鷲務部事務室紐合改修工事

寓等学校

小学5、 6午生、父母等参加

ム暑1

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

専任教員

事業期問

2012年度

66

240

2012年8月

270

2012年5月~

20胎年3月

教員数

510

嘱託講師

事業費

2小2年6月~

2小2年9月

320万円

41

2012年8月

70万円

2,740万円

254

財源

教員合計

271

400万円

学生生徒等納付金

525

107

学生生徒等納付金

700万円

学生生徒等納付金

専任職員

学生生徒等納付金

720

学生生徒等納付金

9

810

1,530

職員数

有期職員

在籍者數

3

747

809

職員合謝

1.556

12

教職員数

総計

リ9
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語学力をさらに強化

高いコミュニケーションブJを持ち、

大学や国際社会で幅広く活躍できる人

材を育成することが、本校の目的であ

り、使命です。その特長をより明硫に

打ちⅡ'1すため、中学校の学習指導要領

の改訂に合わせ、語学力強化を重視し

たカリキュラムに変更しました。主な

変更内容は、週当たり英語の必修を2

時問増やし、英語必修6時問・語学選

択2時問にしたこと。語学選択は英語、

ドイッ語、ブランス語、スペイン語、中

国語、韓国・朝鮮語の6つぁり、英語を

選んだ生徒は週8時問の英語救育を受

けます。新カリキュラムは2012年度の

入学生から実施しているため、中学1

年生から士曜授業を再開しました。

国際交流プログラムでは、12年度に

初めて高校生2名がハーバード大学の

サマースケールに参加しました。

1980年

〒6100321 京都府京田辺市多々羅都谷60-1

TEL ; 077465-8911

http:/ノ'WWW.intnl.do$hisha.且0.jp/
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問志社国際中学校・高等学校
かわい(にた角

川井国孝校長

.,.

初等部との教育連携のさらなる発展を

めざしています。

13年度入学者の入試実籟は、中学

校の志願者が115名(海外婦国生徒73

名、国内一般生徒42名)で、合格者は

開校以来、世界各国で様々な体験をして

きた帰国生徒を受け入れてきました。これ

は、画一的な教育を行うのではなく、多様

な文化的背景や価値観を持つ生徒一人ひと

りを大切にしてきた本校の歴史といえるで

しょう。これからも確かな知識と高い語学

力を持つと共に、自分と違う他者の存在を

認め、尊重して、お互いに対等の立場で意

見交換ができるユミュニケーション能力の

高い人材の育成に努めます。

同志牡国際中学校・高等学校2012年度の事業実績
区分

教職員採用

教育・研究

旧の調査研究委員会を設立

15年度から、同志社国際学院初等部

の卒業生を受け入れます。全授業の

聞%を英語で、国際バカロレア任B)

の主旨に基づく探究型のカリキュラム

で学習してきた子どもたちをスムーズ

に受け入れるため、教育連携の作業を

進めてぃます。本校の帰国生徒教育と

玲の考え方には、多くの共通点があり

ます。1Bに関する調査研究委員会を

立ち上げ、本校の教育内容の改善と、

事業

84名(海外掃国生徒54名、国内一般生

徒30名)、高校の志願者が315名(海

外帰国生徒218名、国内一般生徒俳

名)で、合格者は2詑名(海外婦国生徒

157名、国内一般生徒65名)でした。

専任教員2名

新カリキ里ラムの実施

校内英語試験の実施

国際交流プロヴラムの実施
(海外短期研修)

内客補足

英語科2名

国際交流プロヴラムの実施
細学生受け入れ)

中学1年生より語学力を強化するためのカリキュラムに変更

生徒全員が宝用英語検定またはTOE凡を受験

ザ.ヌエバ,スクール交換プログラム(中学生6名)、フィリップス
アカデミー.アンドーバー・サマーセッション(高校生6名)、サマー
プログラム・イン・アーモスト・カレッジ(高校生15名)、中国青島
第二中学(高校生9名)、メンロスクール交換プログラム(高校宝4名)、
ハーバード大学サマースクール(高按生2名),スミスカレッジサイエ
ンス&エンジニアリングプログラム(高校生2名)、ザ・ヌエバスクー
ルサマーキャンプ(中学生8名)

平和教膏

学生生徒主援

新入生交流プログラム

体験学習ブにヴラム

国際バカロレア(1B)につい

ての靭究

財政

その他

奨学事業の実施

ザ.ヌエバ.スクール交換プログラム(中学生4名】、アシバマ州高校
選抜生徒(高駛牛21名)、中国青島第二中学(高校生6宅)、韓国
KW印don高等学校(高校生8名)、メンロスクール交換プログラム(高
校生2名)

施設設備整備事業の内容

修学支擢事業の実詫

事業

第2号基本金組入

ネットフーク環境整備

長舶研修旅行(中学?年生)、沖縄研修旅行(高杖2年生〕

ホームページリニユーアル

校内施設整備

宿泊靭修を実施(中学1年生、高校1年生)

ハチ高原(中学1年)、南阿波沖学3年)

入学定員、入学者数、収容定員、生徒数(2012年5月1日現在)
収容定員入学者數入学定員

旧の考え方を本校の教青に活かオための駅究を開始

校左会奨学金(給付2名)、新島奨学金(給付2名、海外長期留学奨学
金(給付1名)

中学校

内客補足

高等学校

あんしん修学支援奨学金(給付49名)

校内LAN配線整備

ム量十

教学施設整備資金 1億円

志遠館前渡り廊下塗装・照剛器具取替

情報発信の強北

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

専仔教員

52

90

270

360

教員数

嘱託講飾

事業期間

63

2013年3月

2013年3月

85

教員合計

266

事業費

351

320万円

115

230万円

財源

専任職員

学生生徒等納付金

300

学生生徒等納付金

7

810

1,1,0

職員数

有期職員

在籍者数

2

295

829
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向志社小学校
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同志社人の思いを刻む宿泊体験学習

宿泊体験学習では2012午度も、5年

生は新島襄がアメリカに向けて出国し

た北海道・函館市に、6年生(修学旅

行)は襄が学んだアーモスト大学やボ

ストンを訪れました。5年生は函館で

礼拝を行い、6年生はアーモスト大学

出身の第30代大統領と襄の肖像画が

正面の左右に飾られてぃるジョンソン

チャペルで礼拝の時を持ちました。こ

うした体験によって子どもたちは、同

志社人であるという思いをしっかりと

胸に刻んだようです。

5年生はこのほか、農家に宿泊して

農業体験をし、6年生は新島ゆかりの

地を訪ね、現地の小学生とも交流を楽

しみました。1年生から4年生の宿泊体

験学習も、例年通りの形で行いました。

本校の教育を特徴づけている「道草

研究」や、夏休みに行っている「理科

の自由研究発表会」はすっかり定着し

ました。実験を通じて、自分自身の思

考を鍛え、「科学を楽しむ心」を養う絶

好の機会となっています。

2006年

〒606・0001 京都市左京区岩倉大鷺町89-1

TEL :075-706-フ786

httPゾ/WWW.doshi$ha・ele.ed.jp/

■ ^ー.

おくのひみゆき

奥野偉h校長
同志社小学校

し、本校の子どもたちが七夕にまつわ

る話などを披露しました。こうした取

り組みにより、子どもたちの「多様な

文化を受け入れる心」が大きく育って

くれることを願ってぃます。

ハード面では、東日本大震災のよう

な大災害が発生すると、帰宅できない

漢字が書けるようになる。英語で話せる

ようになる。歴史や地理を知る。このよう

に学力を高めていくことはもちろん必要で

すが、それ以上に大切なことは自発的に考

え、学んだ内容を取捨選択し、必要なもの

を随時取り込んで自分のものにしてぃく「学

びの編集力」を身につけることです。何事

にも積極的にチャレンジする心や、問題解

決能力を育む「道草教育」を引き続き実践

し、のびゃかな児童を育成します。

同志社小学校2012年度の事業実績
区分

教職員採用

教育・研究

子どもが大勢出てくることが予測され

ます。そこで、食糧や毛布、救急医薬

品などを備蓄し、簡易トイレを準備し

ました。また、子どもたちの爰全を守

るため13年度に、登下校安全管理シス

テムの更新を計画しています。12年度

は、その準備にあたりました。

事業

大災害に備えて食糧などを備蓄

また4年生以上を対象に、音楽公演

と教育活動を行う非営利団体「ヤング

アメリカンズJのワークショップを打

いました。国際交流では、同志社大学

の留学生が本校を訪れ、子どもたちに

ハロウィンやイースターについて紹介

教諭〔常勤講師)1名

宿泊体験学晋

修学旅行

水泳教室

同志社タイム

学生生徒支橿

内客補足

財政

育児休業の教員に代わり、教諭(常勤謂詞をオ名増員

国際交流,国際理解教育

1年生:学校臼泊2日)、 2年生:アクトパル宇治a 泊2日)、 3年
ハチ高原(2泊3日)、 4年生:一里野高原スキー(3泊4日)、

5年生:北海道(4泊5日)、 6年生:修学煎行力守言泊体験学習を兼
ねる

YOLI"宮 Arperloens
(ワークショップ)

施設設備整備事業の内容

・.^^ー

24

事業

奨学事業の実施

6年生:アメリカ合衆国(アー干スト、ボストン)

情報環境整備・雛持

同志杜小学校教育支援及ひ

施設,設備整傭資金募金

継志館プールを使用して開催(7月23日~26日)

善界で活躍する同志牡卒業生・在校生などを招き、本物に触れ感
性を磨く体験学普を実施

来2α2年は、下記Young AMriC8"$を実施

非常用食料等配傭

はね上げ式作品軸燥棚

伺志牡大学の留学生を招き、英語の授業を中心に児童と交流を深
める活動を実施

4年生から6年生を対象に、音楽公演と教育活動を行う非営利団体
(Youn邑 Amerlcens)のMusic outre8Ch (ワ[ケショ・ンプ)を実施

内客補足

入学定員、入学者数、収容定員、児童数(2012年5月1日現在)
入学者数入学定員 収客定具

事務用情報概器の更新・運用

同志社小学校奨学金(船付2名)

ーロ20万円

小学校

災害時俸備蓄食料等の整備

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

国語科(妻写ン必要備品の整備

専任教員

30

事業期間

教員数

90

2012年9月~
2017午8月

嘱託講師

20松年度

14

2012年度

事業費

4,040万円

教員合計

88

320万円

45

財源

30万円

学生生徒等納付金、

寄付金

専任職員

学生生徒等納付金、
寄付金

2

学生生徒等納付金、

寄付金

540

職員数

右期職員

在籍妻数

職員合計

537

3

教職員数

総計

48
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初等部でもPYPの申請を準備

本校は文部科学省から教育課程特

例校に認定された初等部(小学校)と、

インターナショナルスクールの国際部

ΦISK)の2つの学校から成り立って

います。 DISKは2012年3月に国際バ

カロレア機構(1BO)から正式にディプ

ロマ・プログラムの認定を受け(対象

はH年生・12年生)、エレメンタリース

クールも12年1月にPYPの候補校にな

りました。

初等部でもPYPの候補校になるた

めのカリキュラムを編成し、申請の準

備に取り組みました。具体的には、国

際バカロレアが推奨している「考えな

がら学ぶ」探究型の教育をより強化し

ました。初等部がPYPの認可を受ける

と2つの併設校の交流が深まり、教育

効果はさらに高まると期待しています。

20t1年

〒619-0225 京都府木津川市木津川台7-31-1

TEL :0774.71.0810

http:ノ/WWW.dia.do$hlsha.ac.jp/
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同志社国際学院
にしざわとしたか

西澤由隆校長

総到

かりと大きな声で、賛美歌を歌うこと

ができました。

クリスマスの時期には、近隣の方々

にもツリーのライトアップを楽しんで

同志牡国際学院は、同志社の教育理念を

分かりやすく表現した「Leamin宮 for ufe,

LeaTnin8 for the world, Leamin号 fo『

Love」をモットーに掲げています。『きみの

かわりはどこにもいない」という聖書の内

容を基にした絵本が南ります。この話のよ

うに、私たち教職員は子どもたちが迷わな

いように見守り、もし迷ったとしても必ず

迎えに行きますので、安心して学校生活を

送ってください。

同志社国際学院2012年度の事業実績
区分

教学組織変更
定員改正

教職員採用

他校とのスボーツ交流を開始

開校2年目を迎えた12年度は、他校

とのスポーツ交流を積極的に進めまし

た。国際部力劃、西日本アスレチツク・

アソシェーション」に加盟し、バスケッ

トボール部は関西地区にある他のイン

ターナショナルスクールと交流試合を

行いました。

初等部では、授業の55%を英語で

行ってぃる成果が随所に表れています。

毎Uの礼拝では、1年生から4年生まで

の子どもたちが、日本語と英語でしっ

事業

教音・研究

新入生・編転入生入学

いただきました。また校外学習では、

山城木津郵便局や相楽中部消防組合

を訪問するなど、地域との交流を深め

ました。

初等部教諭5宅

国際部教諭7名

TIEサボートスタッフ6名

旧ワークショップ参加

宿泊体酸学習

内容補足

初等部
国際部

初等部校外学晋

物等部教諭;計16名

4学年240名(定員) 4学年X60名、 8クラス
12学年120名(定員) 12学年XI0名、 12クラス

匡際部教諭:計21名

初等部:海外1名、国内3名、オンライン3名

国際部校外学習

入試制度

国際部:海外4名、匡内19名、オンライン5名

Af1引 School Eneli5h suop0此
(初等部)

勿等部;1年学校、 2年滋賀、 3年三重、 4年美山・宮津

学牛牛徒支援

国際部:エレメンタリー滋賀、 G4.G5三重、エレメンタリー・
ミドル学校

バスケットボール部交流試合
(国際音圃

財政

,年:木津川市立図妻館等

編転入、 2小3年度新入生の入
学考査

2年:山城町森林公園、相楽木紳伝承館、山城太津郵便局

施設設備整備事業の内容

3年:橿原市昆虫館、国立民族学博物館

スクールバス増便

4年;京都府警、相楽中部消踏組合、加茂プラネタリウム館、
木津川上流浄化センター、祗園祭、山城町寡林公園

事業

ステム追加整備 PC追加、サーバ増強等?012年4月、 8月ICT

初等部教育支擇およが詫設
設備整備資金募全

国立民族学博物館、 GIG2
箱館山スキートリップ等

入学定員、入学者数、収容定員、児童数(2012年5月1日現在)
入学者數入学定員

放課後、希望者に対して実施、日ヨ引0と応用のグループに分か
れて学習

京都インターナショナルユニバーシティーアカデミー、カナ
ディアンアカデミー、大阪インターナショナルスクールと対戦

国際学院

初等部秋

内容補足

国際部随時実施

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

祝圓駅(登校時3便、下校時4便)、学研奈良登美ケ丘駅(登校
時2便、下校時2便)

山城木津郵便局、ミドル・ハイ

初等部

国際部

■■

ーロ20万円

専仔教員

春学期入学編転入哉、新1年生入試0枠、D枠)

33

G1丑del ~ 12

事業期間

教員数

嘱託請斬

0

事業費

教員合計

60

120

,500万円

33

財源

学生生徒等納付金、寄付金

専任職員

60

46

2

収客定員

職員数

有期職員

240

120

在籍者数

職員合計

205

46
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〒602・0836 京都市上京区今出川通寺町

西入常盤井殿町543-1

TEL :075-251-4391

ht如://kinder.do$hi$ha.ec.jp/■URL

道徳的な教育を実践

2012年度は「キリスト教主義」に基

づき、金園児を対象にした合詞礼拝の

時間を増やしました。聖書の話やキリ

スト教精神に結びつく道徳的なたとえ

話をして、それを聞いた園児たちは「ど

う思ったか」を出し合いました。さら

に、その話を家の人に伝え、家の人が

どう思ったかを聞いてきてもらい、三

者一体となって取り組みました。家庭

と幼稚園が連携して道徳的な教育を

実践したことで、子どもたちは自ら感

じ考えるようになりました。

また、電車の中で高齢者に自発的に

席を譲る社会的マナーなど、社会生活

の中でどのような態度や行動をとるべ

きかを覚えていきました。自分が聞い

た話を他者にも伝えられるようになり、

聞く力も身につけました。
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同志社幼稚園
ど÷ごし

堂腰きみ子園長

人のために尽くしたことで人が喜んで

くれることを感じ、人間力を育むこと

ができました。

社会頁献をバックボーンにした教育

の一環として、年少・年中・年長組の

縦割りで「掃除隊」「飾り隊」「ダンス班」

「大工班」に分かれて活動するチャレン

ジ体験も実施。園児一人ひとりに合っ

たものにチャレンジしてもらいました。

掃除隊はほうきを持って地城に出て掃

除をし、飾り隊はいろいろな飾りを作0

て近隣の商店街や病院に届けました。

ダンス班では自分を表現する力をつけ、

敦職員数

幼児教育には協調性や自立心、共感と合

わせて、友だちと共に行動する「共汗」が必

要です。また自ら感じ、考え、それを発言で

きることも大切です。こうした力を養うに

は、r心情」「意欲」「態度」の3つのっながり

が欠かせません。心が揺さぶられて「心情」
が生まれ、"面白そう加やってみたい"とい

う思いが1意欲」となり、自らが良いと思え

る態度や行動がとれるように、教育内容を

充実させまレた。

8

総計

社会貢献を通して人間力を育む

建学の精神である「良心教育」を強

化するため、保護者の協力を得ながら

社会貢献に取り組みました。ペットポ

トルのキャップや古切手を集め、園児

はキャップを数えたり、切手を仕分け

たりしました。全園児でクッキー2,000

個を焼いて保護名に買ってもらい、収

益金を東日本大震災で被害に遭われ

た福島のキリスト教保育連盟に寄付し

ました。本園に届いた感謝のメッセー

ジは、子供たちに読んで聞かせました。

発表の場で大きな拍手をもらいました。

大工班では、机や花壇の柵などを完成

させてみんなに使ってもらうことで、

達成感を覚えました。

在園児を対象にした預かり保育の利

用率は高く、特にお料理と体育の体験

や製作などができる特別プログラムの

日は、利用が多くなりました。引き続

き絵本に親しめるように、新たなログ

ハウスを設置して本棚を設け、図書の

種類も増やしました。本を借りること

を通じて園児は、自分で責任をも0て

返却することも学びました。

同志牡幼稚園2012年度の事業実績
区分

教職員採用

數育・靭空

事業

嘱託教諭 1名

預かり保育の充実

末就園児教室の
充実

26

財政

縦割保育の充実

内容補足

施設設備整備事業の内容

預かり保育等の充実に伴い増員

全圓児を対象に、週2回から週3回に増加して実施

事業

指示行動の強化

地域の未就圃児を墨け入れて教育指導を行う未就園児教室の開催に重点釣に取
IJ組み、在園児との交流等様々な体験を通して子供の成長を促すと共に、地域
の子育てを支援(年問舶回実施

第3号基本金組入

圖舎耐震事業

圖庭整備事業

全園児を縦割りにレたケラスを編成」、午後からそのクラスで保育を行うことに
より、異なる年齡の交流及び互いに支えあいながらニミュニケーションを深める
心情的な育ちを目的として実施

圓舎改修事業

入閏定員、入園者数、収容定員、
入園定員

内客補足

一人ひとりの行動や聞く力などを確立レ、園児に意散や関心を持たせる保育の充実

圃舎の耐駿訟断を実施

教育基金f.000万円

ログハウス設遭

幼稚園

折りたたみプール捷新

教員数、職員数(2012年5月1日現在)

玄関改修工事

専仔教員

事業期間

3

2013年1月

2012年12月

教員数

2012年8月

30

嘱託講師

2012年10月

享業費

園児數(2012年5月1日現在)
入園者数 収客定員

5

80万円

60万円

20万円

財源

教員合計

80万円

学牛生徒等納付金

30

学生生徒等納付金、補助金、寄付金

8

富付金

学生生徒等納付金、補助全

専任職員

0

100

職員数

有期職員

0

在籍者數

職員合計
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特集1

教学体制の再編

新しい学ぴの形を追究する
新校舎が今出川校地に完成
同志社大学の今出川校地に2012年

10月、新しい校舎が2棟完成しました。

今出川キャンパスの「良心館」と、烏丸

キャンパスの「志高館」です。教学体制

を再編する「今出川校地整備事業」のー

環として建設したものです。同志社大学

には、「良心之全身二充満シタル丈夫ノ

起リ来ラン事ヲ」という新島襄の言葉を

刻んだ「良,師剌が建っており、同志社大

学はこの言葉に象徴される「良心教育」

を、建学の精杣としています。今出川キャ

ンパスの新棟は、大学教育の新たなス

タートを象徴するものです。そこで、新

棟の名前を良心館としました。

新しい学びに対応する良心館

良心館は、教室や研究室、学生の白

習室、ラーニング・コモンズなどを備え

ており、地下21培・地上5階(延床面積

釣4万mりの規模を誇ります。最大の特

長は、日本の大学で最大級のラーニン

グ・ロモンズ(延床面積約2,550mりを

整備したことです。

大学における「学ぴ」は、整理された

臭Π識を一方的に吸収する形から、白ら問

題を発見して解決する形へと火きく変

わ0てぃます。ラーニング・コモンズは、

こうした新しい学ぴの形を迅究する施

設です。建物巾央部の2階と3階に、学

生同士が交流して相互に啓発する空間

(クリエイティブ・コモンズ)と、アカデ

ミックスキルを育成する空問御サーチ・

コモンズ)を設けました。

クリエイテイブ・コモンズには、大が

かりなセミナーやイベントが開催できる

スペース、ポスターセッションやワーク

ショップなどが開催できるエリア、グルー

プ学習や懇談ができるコーナーなどを配

世しました。りサーチ・コモンズでは、

学習支援スタッフから、情報探索の方法

やプレゼンテーションの技法などのスタ

ディスキルの指導を受けることができる

エリア、プロジニケト活動などで活削で

きる学習空問を作りました。

志高館は「園際主義」の象徴

同志社の校名は、「志を祠じくする者

が集ま0て創る結社」に山来します。「同

志社の門をくぐったすべての学生に、志

を高めてもらいたい」という願いを込め

て、新島襄が「同志社大学設立ヲ要ス

ル主意」の中で使った言葉「人生ノ志操

ヲ高尚ニシ」を用いて、鳥丸キャンパス

の新棟を「志高館」と名付けました。

その志高館は教室や研究室、学生の

自習室、ラーニング・スタジオなどを備

えており、地下1階・地上31砦(延床面積

志約1万6,80omりの規模になります。

高館が立つ烏丸キャンパスは、大学院

の総合政策科学研究科やグローバル・

スタディーズ研究科のほか、国際教育イ

ンスティテュート(英語による授業の履

』一ーー^^

一子下t宅,1三・"'f1司誤,
ニ"・フシカー,・"・・'・・1!'・・

,',、・ー,1

^
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日本の大学で最大級のラーニング

修だけで学士の学位が取得できる二ー

ス)の拠点とな0ています。 2013年4月

に開設された「グローバル地域文化学

部」も入っています。烏丸キャンパスに

新設された志高館は、同志社大学の「国

際主轆」を象徴する校舎といえます。

ハードとソフトの連携を推進

良心館と志高館の完成によ0て、1司

志社大学の文系8学部・10研究科が13

年4打に、今川川校地に架約されました。

その結果、学午進行とともに学習する校

地が京Ⅲ辺から今出川に変わる「2校地

体制」が終わり、すべての学年が1つの

校地で学ぶ「1校地体制」が完成しまし

た。京田辺校地は「creative HiⅡ」とい

ら名にふさわしい、理工系・文理融合学

部など(6学部・6研究科)が集積する

キャンパスになりました。今後は突験・

実習、フィールドワークを重視した複合

的教育や、身体・生命、先端技術、情報

に関する国際的な研究を、より一層推進

します。それに合わせて13年度から、

京田辺校地の整備事業を本格化させ

ます。

教学体制の再構築は、ハードの整備

にソフトの充実が組み合わされて初めて

完錯します。そのため詞志社大学は今

後も、ハードとソフトの両面で新たな学

びの形を創造する取り組みを積極的に

進めていきます。

ニモンス

,

゛習

今出川キャンパスの良心館
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図1
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学生・生徒・児童・園児数

特集2

グラフで見る同志社

中高小幼
鳳女子大学
■大学

2 1 '

キ

'

2帥9 PO04 2005 2006 200孑 2008 2009 2010 2011 2012年度

大学は2000年度以降、臨時定員増の解消に伴って学生数が漸減して

きましたが、 05年度以降、学音肘曽設により増加に転じました。また、
国際学院の学年進行によっても学生数力吐曽加しております。

9

各年麼5月1日現在

1

図3 教員数

※小学校は?006年度から含んでぃます。

※国際学錠は2011年度から含んでぃます。

人
3500

図2 志願者数

}

醐嘱託請師

■専任

3,000

人

80.000

70,000

60,000

50.000
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確保してきました。中学校については、12年度にいくつかの学校で実
施した新たな入試改革により、志願者数が増加してぃます。
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実計画により、専任教員数の増加傾向が続いてぃます。
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図7 留学生数
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大学の留学生別科の設置や文部科学省の「匡際化拠点整備事業(グローバル30)」事業により、留学生の受け入れは着実に増加してきました。送り出しに
つぃτも、大学における交流協定校の積極的な開拓や女子大学における新学科の開設などにより増加しています。また、 2011年度グローバル30中間評価
で唯一校最高ランウのS評価を獲得し、12年度、同省の「グローハル人材育成推進事業(グローバル30PIUS)全学推進型」の採択にっながりました。
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2012年度には、大学において若手研究者育成のための奨学金を新た
に設けました。れ年度からは、京都府の私立高等学校あんしん修学

支援事業における京都府私立高等学校等授業料減免事業等補助金を

活用した奨学金の充実により、給付額が大幅に伸びています。その

結果、12年度に初めて総=動0億円を突破しました。

図Π科学研究費補助金

'ニ',、;..

0

2012年5月1日現在
*2012年座より、送り出しは年度集三十

送り出し

2,675

'ニ;噛

90

2686

千円
1200'000

15,500

40,MO

..鳳^.

"ト・:;.,

学校法人同ι;牝Ⅲ泉粗;片,1卜2012 29

1.CO0,000

1

欧州
【NIS諸国含む)
187%

中東0Ψ
アフり力0り

20.OCO

800,000

図10 就職率(内定率)

;ずi゛ヰ

巾南米

0

件
300

270

240

?10

180

オ 50

120

90

60

30

0

三女

0.2%

^大学
一島女子大学

移

.
1000

95.0

900

850

90.0

%

100.0

950

900

85.0

80.0

,

600,000

1

聖

Y

984

400.000

97.9

96.9

北米
53.2%

上二旦女子大学
旦.旦大学

2000帥

979^979--97.8^992

173

9θ.0

193

5

0

5954

0 、

209

99.1

4

3"

238

舶

千円
1.000,ON

9M,(X)0

800,000

700,0(X〕

600.0α〕

500,000

400,000

300,000

?00.000

100.0〔X〕

0

56,410

0

278

5

98.9

5

2007 20OB 2009 2010 2011 2小2年度2007 2008 ?0092010 2011 2小2年度2007 2008 2009 2010 2011 2創2年度

折れ線は各研究費の採択・受け入れ件数、棒グラフは金額を表しています。研究分野における産官学連携を促進するため、学内の受け入れ体制を整備し
たことにより、研究費に対する外部資金の導入は順調に進んでいます。

6

4寓0

987

図]2 受託研究費

921

6

98.3

957

ι●

5

'、

5・

96.3

2003 ?004

96.4

件
200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

1】!

就職率(内定率)とは就職希望者数に対する就職決定者数の比率です。
景気変動により、年によって若干の低下がみられるものの、近年は上

昇傾向に転じてぃます。総じて安定的に高い水準を維持しています。

怖.4

'0

^大学
暑一女子大学

971

96.1

952

■大学・学部

■大学・大学院

95.フ

2005 2006

95.2

967

170

96.4

ミー"女子大学
里1里大学

.

939

167

185

2007

小5

6,350

2008

23.430

"占49

4

165

178

■女子大学・学部

2009 2010 20ア

45

チ円
1'CO0,000

9伽,MO

800.000

700,000

600 〔X〕0

500,0OC

4CO.000

300,000

200,MO

100,000

0

94.?

9.653

4

174

61

960

図13 奨学寄付金価升究助成)

」:4

0

フ.11020、126

0

件
140

5

5

2012 狂度

^大学
^女子大学

5

3

120

49

100

2

上二上女子大学
■旦豊大学

80

60

40

千円
叫0.0OC

20

7

1乙660
」'^

2

1

0

t

120.000

4

5

IM,MO

日

2

帥、000

7

.

1 ■;

60,蜘0

凱
゛

樹
釣
ヨ
ー

,
『
.
「
一

,ゴ弔■■

4
a

"

JJ

ぜ

他
ヨ
,
・

一
,

罵

.
、

一
"

リ

柳
、

8

』
ノ

■
■

一

弔
■

.
゛
"

6
一

」
.

56

8
5

2
8

日
4

8
9

0
7



1んιD伽hおんα Sodα1

1セV)0榔劫"i町π印0π

2012

一概況

2012年度は、火学に「脳科学研究科発

達加齢脳専攻」を学研都市キャンパスに

開設しました。また、京田辺校地では、「ス

ポーツ絶康科学研究利dを修士課程から

博士課程へ課程変更し、「生命医科学研

究科」を2専攻へ再編しました。女子大学

では、「薬学研究科医療薬学専攻博士課

程」を開設しました

法人内詣学校の学生・生徒・児童・園児

数は、グローバル・コミュニケーション学

部の年訳進行などにより、昨年度比570

名増加の4万2,239名(13年2月末現在)

財務の概要

となり、学生生徒等納付金の安定的収入

を確保することができました。

また、大学、女子大学の一般選抜入学

試験で安定した入学志願者数を確保する

とともに、大学のセンター試験での入学

志願者数の増加により、手数料で予算額

を上回る増収となりました。

寄付金も大学への奨学基金あて寄付金

や今出川キャンパス新校舎建設資金寄付

金、国際学院開設記念寄付金などの増収

もあり、婦属収入総額は予算を火きく上

回ウています。

一資金収支計算書

2012年度法人総合資金収支計算書は

表1のとおりです

[()内は予算比:+は増加、△は減少]

(1)収入の部

学生生徒等納付金収入

4能億1,100万円(+ 1億6,100万円)

授業料収入は、予算積算時の収納見込

額からの差異により、大学で9,100万円、

女子大学で4,900万円の増収となるほか、

中高、香里中高、国際学院の各学校で増

収です。

手数料収入

22億6,印0万円(+2億2,300万円)

入学検定料は、予算計上数に対する入

学志願者数の増加により、大学で1億600

万円、女子大学で1億700万円の増収のほ

か、中高、香里中高、女子中高、国際学院

の各学校でも増収です。

寄付金収入

10億3,800万円(+4億9,600万円)

民問企業など、在学生の保護者、卒業

生、父母の会、校友会、教城員などからの

寄付のほか、奨学基金宛の寄付、研究助

成宛の奨学寄付や大学の今出川キャンパ

ス新校舎建設資金宛の寄付、国際学院開

設記念宛の寄付などにより、大学で予算

に対して4億7,400万円の増収、女子大学

でも4,000万円の増収となりました。

寄付全明細はファウトブックに掲載しτいます。

補助金収入

61億600万円(+フ,400万円)

国庫補助金は、日本私立学校振興・共

支出では、経常的な事業支出は節減や

執行残などにより減少しました。建設事

業では、大学の今出川校地整備事業、女

子火学の栄光館設備設置・改修事業、香

里中学校・高等学校の普通教室棟建設な

どの事業を実施しました。

以下、学校法人会計基準に基づく計算

書を中心にして、本年度の本学の財政状

況を説明します。

(文中、表の金額は、説明のため百万円末

満を四捨置入等調整し、百万円挙位で表

しています。)

済事業団などから大学、女子大学への私

立大学等経常費補助金、文部科学省から

大学への国際化拠点整備事業費補助金、

私立学校教育研究装置等施設整備費補助

金、大学改革推進等補助金、私立大学教

育研究活性化設備整備費補助金などで、

予算に対して5,800万円減収の41億4,300

万円となりました。

地方公共団体補助金は、京都府や大阪

府などから各中高、小学校、国際学院、幼

稚園への私学運営費補助金、授業料軽減

補助金、また高校授業料無償化に伴う補

助金などで、予算に対して1億3■00万円

増収の18億3,000万円となりました。

補助金明細はファクトブッケに掲載してぃ享す。

資産運用収入

9億9,300万円(+フ,400万円)

第3号基本金、退職給与、減価償却な

ど引当資産運用収入及ぴ受取利息配当金

は尖績により4200万円の増収、施設設備

利用料収入は3,200万円の増収となりま

した。

資産売却収入

151億7,800万円(+92億100万円)

第2号基本金引当資産売却収入は、建

設宗業への充当、第3号基本金、退職給

与、減価償却など引当資産売却収入は、

満期を迎えた有価証券の償還などによる

ものです。

事業収入

9億4,500万円(+1億6,400万円)

企業などからの受託研究による収入、

寮費や小学校給食費、国際学院スクール

バスでの収入、外国語講座のセミナー受

講料収入などを計上しています。大学・

女子大学の受託事業収入は、受託研究契

約に基づきH意1,500万円の増収です。

雑収入

12億8,300万円(+1億400万円)

退職金財団交付金収入は9億2,300万円

で、大学、中高、小学校、国際学院の各学

校での依願退職者の見込みからの増加に

より3,400万円の増収、競争的資金に係る

問接経費などの受け入れなどにより、そ

の他雑収入で7,000万円の増収となりま

した。

30

(2)支出の部

人件費支出

297億7,800万円(△600万円)

教員人件費は206億7,800万円で、予算

に対して5,100万円の増加、職員人件費は

73億7.100万円で1億2,500万円の減少と

なりました。退職金支出は17億300万円

で、依願退穀者数の見込みからの増加に

伴い、6,800万円増加しました。

なお、前年度に比べると、教員人件費

は7億2.100万円の増加、職員人件費は

1,700万円の減少となっています。

教育研究経費支出

163億3,600万円(+6億2,000万円)

教育研究費、実験実習費の予算執行残

や、消耗品費、旅費交通費で節減や予算

未執行もありましたが、建設事業におい

て、予算では施設関係支出などに資本的

支倒として一括計上していたうち、経費



表1 20]2(平成24)年度法人総合資金収支計算書

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

惜入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

予備費

資全支出調整勘定

次年度繰越支払資金

支出の部

29,784

15,716

2,503

27

349

12,083

3,513

2,375

2,034

120

△ 1,406

20,760

予算

支出の部合計

ファクトブックに、中科目かつ円単位で表示した資金収支計算宴を掲載しています。

29,フ78

16,336

2,571

27

349

9,051

3,859

11,624

2,120

0

△ 1,479

24,182

決算

支山となったことに伴う堺加により、総額

では予算額を上回りました。

なお、前年度に比べると、建設事業費

から経贄支出への増加が、各事業での節

減や予算執行残などを上回り、玲億300

万円の増加とな0ています。

管理経費支出

25億7,100万円(+6,800万円)

消耗品費、旅費交通費、通信費、賃イ昔

料、広告費の予算執行残や節減もありま

したが、建設事業費から経費支山への増

加により予算額を上回りました。

借入金等利息支出

2700万円(予算どおり)

差異

6

△ 620

△ 68

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

87,858

3,032

△ 346

△ 9,249

△ 86

120

73

△ 3,422

98,418

収入の部

財務の概要

△ 10,560

46,650

2ρ43

542

6,032

919

5,97フ

781

1.179

9,308

2.180

△ 10,522

22,769

過年度に建股Lた校舎などの建築資金

に対する日本私立学校振興・共済事業団

からの佶入金の利息、支払額です。

借入金等返済支出

3億4,900万円(予算どおり)

上記借入金の約定返済額です。

施設関係支出・設備関係支出

計129億1,000万円(△26億8,600万円)

建物、構築物、機器備品、図書、ソフト

ウェアなどの固定資産取得による支出で

す。な論、固定資産への計上が必要とざ

れるりース取引にかかるりース料・総額を

含んでいます。

大学では今出川校地整備事業ならぴに

予算

学松住人司志村叫業報19.1」即12 31

収入の部合計

46,811

2,266

1,038

6,106

993

15,178

945

1,283

10,143

2,353

△卞1,467

22,769

(単位:百万円)

決算

学校会計の用語解説

学校法人会計基準に基づいて作成する財

務計算喜類には大きく分けて、資金収支
計算塞、消費収支計算書、貸借対照表の
3つがあります。

△ 161

△ 223

△ 496

△ 74

△ 74

△ 9,201

△ 164

△ 104

△ 835

△ 173

945

0

差異

資金収支計算書
当該年度の支払資金の顛末、すなわち学校法

人の1年間の諸活動に伴うお金の動きを網羅

したものです。

87,858

京田辺校地正課・課外併用屋内連動場建

設、事務室配置変更工出、女子大学では

栄光館設備股置・改修事業、香里中高で

は創立60周年記念事業である筈通教室棟

建設工事などを実施しました。

内訳に0いては各校の「事業の概要」の

「施設設備整備事業の内容」をご覧くださ

し、

資産運用支出

卞16億2,400万円(+92億4,900万円)

有価証券の満期償還に伴う引当資産な

どの買い替え、また本年度に増額した第3

号基本金、減価償却引当資産に対する引

当資産への繰り入れです。

消費収支計算書
当該年度の経営状況を表すものです。しか

レ、企業会計の損益奇算書のような利益の測
定が目的ではなく、収支の対応や均衡状態を

示すことに主眼が置かれています。学校法人
の使命は教育研究の永続的な充実発展である

ことから、財政基盤の安定を重視しているの

です。

98,418 △ 10,560

計算書で使用する用語とその意味は次の
とおりです。

貸借対照表
一定時点給月末現在)の財産の状況を明らか

にするものです。

帰属収入
当該年度の収入のうち、学校法人の童債とな

らない収入をいいます。したがって借入金、

討受金、預り金などは含まれません。

基本金組入額
基本金とは、学校法人がその諸活動の計画に

基づいて継鏑的に維持すべき資産で、下記の

第1号から第4号に該当するものです。これは

帰属収入の中から充当します。これを基本金

の組入(くみいれ)といいます。

第1号基本金は自己資金による土地、建物、
設備などの固定資産の取得額、第2号基本金

は将来の固定資産取得に備えた資金の先行組

入額、築3号基本金は基金の積立額、第4号基

本金は恒常的に保持すべきものとされる1力

月分の運転資金相当額です。

消費収入
当該年度の消費に充てる収入で、帰属収入か

ら基本金組入額を差し引いたものです。

消費支出
人件費、物件費、減価償却額、惜入金利息な

ど当該年度に消費する支出です。

教育研究経費と管理経費
物件費は、直接教育研究に要するものとそれ

以外の経費に分類します。後者に骸当するの

は、役員の業務執行、総務,人事・財務

理その他法人業務、教職員の福利厚生、学生

募集、食堂や売店、学寮(全寮制を除く)に要
する軽費などです。

消費収支差額
消費収入と消費支出の差額で、財政の均衡状

態を表します。これがマイナスであると、消

費支出超過いわゆる赤字で、収支が均衡せず
資金不足となっていることを示します。

0
0



一消費収支計算書

表2 2012(平成24)年度法人総合消費収支計算書

科目

人件賛

教育研究経費

うち減価償却額

管理経費

うち減価償却額

借入金等利息、

資産処分差額

徴収不能引当金繰入額

徴収不能額

予備費

29,525

20,728

5,0Ⅱ

2,729
225

27

268

176

0

120

予算

消費支出の部合計

29,509

21,352

5,015

2,797

226

27

443

154

8

0

決算

当年度消費収支差額

前年度繰越消費収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越消費収支差額

差異

16

△ 624

△4

△ 68

△]

0

△ 175

22

△8

120

2012年度法人総合消贄収支計算書は

表2のとおりです。

[()内は予算比:十は増加、△は減少]

科自

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

補助金

資産運用収入

資産売却差額

事業収入

雑収入

徴収不能引当金取崩額

△ 4,562

△ 26,099

0

△ 30,661

53,573

0)帰属収入の部

6船億1,200万円(+16億8β00万円)

学生生徒等納付金、手数料、寄付金、

補助金、事業収入などの増収により、予

算比29%の増加となりました。前年度と

比べると、10億7,800万円、1.8%増加と

なっています。

54,290

△ 1,071

△ 26,099

0

△ 27,170

ノー

帰属収入合計

第1号基本金組入額

第2号基本金組入額

第3号基本金組入額

第4号基本金組入額

46,650

2,043

542

6,032

919

478

781

1,179

0

予算

△ 717

(2)基本金組入額の部

将来に教学施設設備などを取得するた

め、計画に基づいて資金の組み入れを行

いました。

第3号基本金組入額

5,100万円(+100万円)

奨学事業に宛てた寄付金の組み入れや、

教育研究事業を継続的に維持するため設

定した基金への組み入れなどです。

基本金明細はファクトブックに掲敢してぃます。

基本金組入額合計

第1号基本金組入額

56億6,700万円(△25億2,100万円)

当年度の固定資産増加額ば施設及び設

備関係支出、現物寄付で132億8,400万

円、過年度事業に係る佶入金等返済支出

は3億4,800万円となりました。一方で施

設や設備の更新による当期除却高は28億

200万円、過年度に組み入れた第2号基本

金からの振替額は51億6,200万円となっ

ています。

第2号基本金組入額

13億2,500万円(予算どおり)

消費収入の部合計

(単位:百万円)

決算

46,81,

2,266

1,411

6,106

993

491

945

1,283

6

ファクトブックに、中科目かつ

円単位で表示した消費収支計算婁を掲載しています。

58,624

△ 8,188

△ 1,325

△ 50

△ 50

差異

△ 161

△ 223

△ 869

△ 74

△ 74

△ 13

△ 164

△ 104

△6

△ 9,613

60,312

△ 5,667

△ 1,325

△ 51

△ 50

49,011

(3)消費支出の部

542億9,000万円(+7億1,700万円)

教育研究費および管理経費は、建設事

業における経費支出の増加により、総額

では予算額を上回りました。施設や設備

の処分や更新による未償却穎2億7,000万

円や、図書等除却による1億7,100万円を

含む資産処分差額が予算を上回りました

が、人件費は予算内に収まりました。消

費支出は予算に対Lて13%の増加となり、

前年度に比べると18億9,600万円、3.6%

増加となっています。

△ 1,688

△ 7,093

△ 2.521

△10億7,100万円

帰属収入の伸びが火きかったことから、

消費収支差額は依然として支出超過では

あるものの、予算に対して34億9,100万円

改善しました。

翌年度繰越消費収支差額

△271億7,000万円

53,219

△ 2,520

△ 4,208

学校法人の資産は教育薪究活動を安定的・継

続的に支えるための大切な財産で南り、資産の

運用に際しては、安全性が強く求められます。

そのため、学校法人同志社では、資産運用の対

象や基準を定めると共に、資全運用委員会を設

32

消費収支の推移

図3は消費収支の均衡状態の推移を示

したものです。

掃属収入は堅調に増加し、支出では大

規模な建設事業を行った年度で基本金組

入額が増加しています。

図4、5は帰属収入と消費支出の主な

科目の伸ぴ率です。帰属収入では、学生

生徒等納付金はなだらかな上昇力ープを

描いています。手数料も、安定した入学

志願者を確保し上昇しています。事業収

入の大きな伸びは、受託研究事業など産

官学連携の進展によります。

消費支出では、教育研究活動の活性化

を反映して教育研究経費が伸び、学部・

研究科の新設や計画的な教員増員により

人件費が増加しています。

(4)消費収支差額の部

当年度消費収支差額

資産運用のりスクに対応するために

け、運用計画の立案、運用状況の管理、運用結

果の点検などを行い、その内容を適宜理事会に

報告してぃます。

特に2007年夏以降、米国のサブプライム伺一

ン問題寺契機に始まった世界的な金融危機によ

り、運用資産(債券)の時価が下落するなど運用

リスクが高ま0たため、「有価証券の評価換え」

ならびに「連用債券の損失時の対応」に関する

取り扱いを定め、適切な運用管理に努めてぃま

す。

ノー= 口

0
 
1
 
0

口

、



図]帰属収入の構成比
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図4 帰属収入の伸び率
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事業別決算^

表3 2012(平成24)年度事樂別決算書

人偉黄

事業費

教育研究費

学生生徒経費

施設設備整備充実費

維持運営費

一般管理費

建設事業費(建設勘定)

法人経費

基本全

財務餐

減価償却黄

事業費項目 合計

29,509

内訳

消費支出に!基本金組入に

かかる金額 1 かかる金額

合計

9,200

1,724

1,342

3,561

2.546

13,338

447

1,426

△ 6,062

5,241

学校別明細はファクトブックに掲載しています。

図6 学生・生徒,児童・園児1人当たりの収入・支出

29,509

^

フ,946

1,712

フ75

3,519

2,239

2,394

439

(単位:百万円)

1,254

12

567

42

307

10,944

8

1,426

△ 7,467

62,272

構成比

1,158

47.4%

8 34

122

大学・

^1人当たり1.509千円

340

89
244

、託

1,405

5,241

事・業費には次の経賀を含んでいます。

教育研究費・・・・・消贅収支計算害の教育価究経費。た

だし、下記で計上する事業費および減価供却費を除く

学生生徒経費・・・・奨学費、課外活動支援費、学寮に

係る経費など

施設設備整備充実費・・・・・・修繕料・、整備費など

維持運営費・,ー・通信費、光熱水費、保守料、、清掃委

託費、馨備委託費用など

一般管理費・・・・・消費収支計算書の管理経豊。ただし、

上記で計上する事業費、減価償却費を除く

基本金,・・・・・打"判又支計算書の第2~4号基本金組入顎

aオ務費・・・・・・借入金利息、資産処分差額、徴収不能引

当金繰入額、現物寄付金、当期除却高、第2・号基本

金取崩額など

14.8%

2.8%

2.1%

5.フ%

4.1%

21.4%

0.フ%

2.3%

△ 9.フ%

8.4ツ0

55,179

,罵目

(2)負債・基本金・消費収支差額の部

683

フ,093

63

貸借対照表^

固定負債のうち長期借入金は、計画的

な返済により着実に減少を続け、残高は

10年前の7分の1程度となりました。退職

給与引当金は、期末要支給額の100%を引

100.0%

2012年度法人総合貸借対照表は表4の

とおりです。図7は過去10年問の貸偕対

照表推移をグラフ化した、のです。消費

収支差額は支N」超過であるため、様グラ

フの基本金の先1倚部分に網掛けで表現L

ており、この部分が資金不足額となります。

学生生徒等納付金

■手数料

■寄付金

捕助金

■その他の収入

消費支出超過額

人件費

教音研究費

学生生徒経費

岨施設酘備整備充実費

維持運営費

建訟慕業費

■その他の支出

消費支出超過額

匹卿

0)資産の部

固定資産のうち右形固定資産は、教育

研究活動の拠点となる士地、建物、構築

物や機都備品の整備充実により増加して

きました。船年度は大学寒柳館、04年度

ば女子大学憩水館、怖年度は大学臨光館、

小学校明心館、07年度ば火学医心館、磐

上館、08年度は大学継志館の取得、女子

大学純正館、高等学校桑志館、恵潤館、

四年度は大学多々羅キャンパスの取得、

中学校立志館、中学校・高等学校宿志館、

10年度は大学烏丸キャンパスの取得、小

864

学校吉峰館、国際学院抱志館、香里'・1・,学・

高等学校新特別教室棟、12年度は大学良

心紺、志高館、香里中学・高等学校尚志

館、香友館建設などによるものです。

その他の固定資産は第2号基本金の引

当資産、退職給与・引当資産を減額、減価

償却の引当資産を増額しました。この結

釆、本年度末の固定資産総額は前年度比

2.196増加の2,099億6,900万円となりまし

た。

流動資産は現金積金、未収入金などで、

本年度末は前年度比7'0%増加の264億

1,500万円です。

10

高中小幼
1人当たり
1,304千円

,縢■

(単位:千円)

フ73

34

き当てています。

流動負債は、新入生学贊の前受金が大

部分を占めています。

基本金は、第1号基本金が自己資金に

よる冏定資産の取得と借入金の返済など

で前年度比5.6%増加の2,0郭億8,800万

円、第2号基本金は計匝に基dく經み入

れと建設事業への充当により前年度比

39.5%減少の58億8,800万円、第3号基本

金は前年度比03%増加の190億3,000万

円、第4号基本金は前年度比1.4%増加の

37億2,700万円となっています。

消費収支差額は、帰属収入が墾調に推

移している一方で、大規模な建設事業を

自己資金で賄っているため消費支出超過

となり、この結果翌年度に繰り越す消費支

出超過額は271億7,000万円となりました。

また、減価償却額累計額は716億1,700

万円となっています。



表4 法人総合貸借対照表

科目

[固定資産]

(有形固定資産)

土地

建物

構築物

教育研究用棲器備品

その他の機器備品

図書

車輔・舟艇・舟亢空機

建設仮勘定

(その他の固定資産)

ソフトウエア

借地権

電話加入権

施設利用権

有価証券

長期貸付金

第2号基本金引当資産

第3号基本金引当資産

退職給与引当資産

教職員年金引当資産

減価償却引当資産

支払保証金

出資金

本年度末

209,969

135,723

18,751

剖,699

4,691

12,81 1

202

16,190

14

1,365

前年度末

205.744

128'146

18,751

71,387

3,743

1'1,113

135

15,951

17

フ,049

増減

4.225

フ,57フ

0

10β12

948

1,698

67

239

△3

△ 5,684

科

[固定負債]

長期借入金

未払金

退職給与引当金

教職員年全引当金

墨入保証金

[流動負イ劃

短期佶入金

未払金

削受金

預り金

修学旅行費預り全

仮受金

74,246

285

209

20

21

20

5,408

5,888

19,030

15,269

31

28,000

64

目

負債・基本金、〔

[流動資産]

現金預金

末収入金

短期貸付金

前払金

仮払金

修学旅行費預り資産

フフ,598

263

209

?0

21

20

5,679

9.725

18,979

15,538

40

27,000

87
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2013(平成25)年3月31日現在(単位:百万円)

△ 3,352

゛ 、

本年度末

E■
,

財務の概要 1'

16,239

差額の部

資産の部合計

760

160

15,269

31

,9

△ 271

△ 3.837

51

△ 269

△9

1,000

△ 23

△ 16

前年度末

ファウトブックに、円単位で表示した貸借対照表
および学校法人会計基準に基づく注記事項を掲載しています。

26,4,5

16,852

.・ 3、"
.. 1●、".

24,182

1,749

0

215

1,8

151

1,109

149

15,538

41

15

図7 貸借対照表の推移

(百万円)

24,683

22,769

1,538

0

127

96

153

13,082

増滅

△613

負債の部合計

280,000

260.000

240,000

2?0,000

200.000

180.000

160,000

140,000

120'000

,00.000

80,000

60,000

40ρ00

20,000

0

349

1,306

10,143

1,130

1馴

3

△ 349

11

△ 269

△ 10

4

[第1号基本金]

[第2号基本金]

[第3号基本金]

[第4号基本金]

12,534

1,732

236,384

349

1,320

9.684

1.006

153

22

1,413

211

0

88

22

△2

資産の部
流動資産

その他の固定資産

凶有形固定資産

基本金の部合計

230,427

548

[翌年度繰越消費支出超過額]

前年度繰越消費支出超過額

当年度消費収支差額

0

△ 14

459

124

△2

△ 19

29,321

負債・基木金、及び消費収支差額の部
消費収支差額
基本全

鳳流動負債

■固定負債

205,588

5,888

19,030

3,727

5,957

消費収支差額の部合割

29,386

負債・基本金および
消費収支差額の部合計

194,759

9,725

18.979

3.67フ

減価償却額の累計額の合計額

234,233

基本金未組入額

△ 27,170

△ 26,099

△ 1,071

△ 65

10,829

△ 3,837

51

50

227,140

.

△ 26,099
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△ 462
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財務比率^

財務比率は、計算書の科目問の比率を

算出して、経年変化の追跡や全国平均と

の比較を行い、財政状況の分析に利用す

るものです。表5、6は本学と全国平均の

比較、図8、 9は本学の過去10年問の推

移グラフです。

消費収支計算書関係比率について本学

の指標値を全国平均と比較すると、学生

生徒等納付金比竃は高く、補助金比率は

低めで、学費への依存度が比較的高い収

入構造となっています。経費に関する比

率では、低い方が良いとされる人件費比

率と管理経費比率はともに全国平均内に

あります。また教育研究経費比率は教育

研究の充実度を表し、高い方が望ましい

とされており、本学は全国平均を上回っ

ています。

学校法人は帰属収支差額の中から基本

金組入額を賄うため、掃属収支差額比率

は10%以上が望ましいとされています。

本学の帰属収支差額比率は、世界的な金

融危機の影響を受け、運用資産の評価差

額の計上により6.4%となった2008年度を

除き、04年度以降10%以上で推移してい

ます。

貸借対照表関係比率では、固定比率や

固定長期適合率で士地、施設設備などの

固定資産が自己資金で賄えているかどう

かを見ます。負債比率や総負債比率は、

自己資金に対する負債、すなわち他人資

表6 貸借対照表関係比率表5 消費収支計算書関係比率

比率

学生生徒等
納付金比率

寄付全比率

補助金比率

算式(×100)

学生生徒等納付金

人件費比率

教育研究
経費比率

帰属収入

金の割合です。また、基本金比率は、基

本金組み入れの対象となる資産に対して

組み入れ済みの基本金がどれだけあるか

を示すものです。

流動比率は、各種引当資産の充実と資

金運用の効率化を図り、2侃.9%となって

います。また、新規建設事業は借入金に

依存せず自己資金で行0ており、基本金

比率も着実に増加しています。

教学組織の新設、施設設備の充実など

活発な教学改革の影導から収支バランス

が一時的に崩れる年度がありますが、自

己資金の安定的硫保、固定資産および基

本金の充実、借入金等外部負債の減少の

状況が指標値に表れています。

寄付金

帰属収入

管理経費比率

評価指標

補助金

帰属収支
差額比率

帰属収入

人件費

帰属収入

教育研空経費

図8

100%

本学

帰属収入

フフ.6

管理経費

消費収支計算害関係比率の推移

匪学生牛徒等納付金比率■補助金此牢

■人件費比牢 ■管理経費比率

■教育研究羅費比牢 ■寄付金此率

■帰属収支差額比率

帰属収入一消費支出

帰属収入

全国平均

2.3

90%

帰属収入

72.フ

10.1

80%

48.9

2.3

35.4

12,4

腿

比率

70%

54.0

圖定比率

4.6

田

60%

固定長期
適合率

30,9

10.0

"

閥・

50%

ノ

流動比率

算式(×100);評価指標

8.フ

・至

1

485

負債比率

3.4

゛

冊

5? 0

40%

固定贇産

自己資金

総負債比率

鳳

自己資金+固定負債

512

固定資産

1

30%

基本金比率

12.4

30.0

風・

流覚資産

50.2

評価指標

流動貞債

20%

30.8

507

総貞債

rコ
J {

富己資全

↑高い値が臭い

↓低い値が良い
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{π

316

165

10 t】

■一
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図9 貸借対照表関係比率の推移
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一学校別の状況

各学校の収支状況を表7「学校別収支

計算書」によって説明します。

大学では学生生徒等納付企、入学検定

料などの手数料、寄付金、出業収入、雑収

入の増収などにより、吊属収入合計は4Ⅱ

億9.900万円と前年度に比べて2.1%坤1加

となりました。基本金組入額は今出川校

地整備事業、京Ⅲ辺佼地正課'課外併用

屋内運動場建設、事務室配置変更工事、

香柏館低層棟・高層棟繋備堪業などの事

業を実施L、将来の施設整備のための第2

号基本金と合わせて47億8,800万円とな

りました。

消費支出では、教青研究安及び管理経

費は、建設事業において、予算では施設

関係支山などに資本的支出として一括計

上していたうち、経変支出となったことに

伴う増加により、予算類を上回りました。

また、資産処分差額においてば、欠本図書

の除却や固定資産に係る減価償却米償却

額などの増額で、合計では376憶5,000万

円と前年皮に比べて6.4%増加となり、こ

の結果、12億3,900万円の消費支出超過

となりました。

ましたが、手数料、寄付金ならびに、評価

換え伎券の償還差益に伴う繰山金の増収

により、帰域収人合計は105億9,600万円

と前午度に比べて],1%」曽加となりました。

基本金組入額は、栄光鯨設備設置・改修

m業を尖施し、第2・号基本金と合わせて

16億1.000万円となりました。

消費支出は、人件贄、教育研究経費等

の予算執行残により、合計では別億6,400

万円となり、前年度と比べ5.5%減となり、

この結果、5億2,200万円の消費収入超過

となりました。

学校・高等学校H意円、第3号基本金で、

幼稚園1,000万円を組み入れています。

小学校ば、開校以来、支出を収入で賄

うことができない収支の不均衡が続きま

したが、開校7年目で収支不均衡の解消

が逵んでいます。

法人部勘定では、行学校の建設事業資

金の法人内での資金剖達額および償還額

を繰入金と繰出金に引'上しています。

特別会計では、年金会計、住宅会計を

計上しています。

各q・η島、小学校、国際学院、幼机剛で

は、学生生徒等納付金において、巾学・高

等学校、香里中学・高等学校、国際学院で

は、前年度に比べて増収となり、他の学

校でも前年度並みの収入を硴保していま

す。補助金は、各中高、国際学院では、予

算見込額から増収になり前年度を上回り

ました。繰出金は、国際学院を除く各校

において、評価換え偵券の供還並益を含

み計上しています。基本金判人領は、香

里中学校・高等学校で、普通教室徠建設

京業などを尖施い1億6,0舶万円、第2ぢ

基本金で、中学校・高等学校1億2,500万

円、女子中学校・高等学校3億円、国際11・,女子大学では、補助金での減収はあり

財務の概要

表7 20]2(平成24)年度学校別収支計算書

学生生徒等納付金

,

手数料

寄付企

補助金

資産運用収入

資産売却差額

大学

事業収入

31,436

雑収入

収支計算書について

この計算書は学校法人会計基準による

消費収支内訳表の休歳をとり0つも、部

門問のみなし配分を避け、内部取引の収

支を明らかにする日的で、計上方法をー

部変更しています。

すわなち、学校法人部門は大学に、新設

学部などの開設前の収支は、それぞれの設

置校に含めています。中高、香里、女子、

国際の各中学校・高等学校は小高の合計

知で、大学附属の小学校、国際学院も独

立した部円として表示しています。また、

内部取引の各校認、淑額については繰入金・

繰出金に、法人に係る雜贅の各校分担額

は分担金(支出)に計1'しています。

女子大学

繰出全

1,824

徴収不f朗1当金取崩額

1,103

分担金

3,876

9,167

帰属収入合計

675

中高

基本金組入額合計

369

491

消費収入の部合計

93

1,746

725

398

人件費

国際中高

927

2才

教育研究経費

15

管理経費

25

45

惜入金等利息、

530

創

993

香里中高

門7

41,199

資産処分差額

145

△ 4,788

15

13

繰入金

下7

47

36,411

徴収不"防1当全繰入額

1269

287

女子中高

5

19,483

徴収不能額

10,596

62

△ 1,610

15,757

23

分担金

8

24

34

消費支出の部合計

1310

1,769

8,9B6

47フ

68

当年度消費収支差額

小学校

4,472

2,437

52

16

16

11

3,17フ

△ 161

293

12

37

2,276

382

185

727

536

国際学院

1,484

154

1,480

34

18

417

△ 155

3

679

31

8

2

37,650

1,325

100

307

△ 1,239

幼稚園

66

2,270

57

940

6

2

2

15

293

△9

10

2,2引

179

法人部
勘定

64

85

8,464

34

46

90

1,101

1,835

522

△ 311

7

673

4

,2

1,524

(単位:百万円)

10

2,421

特別
会計

22

6

57

1.103

△ 145

745

2

5

14

147

279

△8

1,336

737

合計

6

39

3

△ 11

424

6

374

46,810

△ 39

266

2,266

2,000

335

8

12

4

32

1.412

439

175

261

90

△"

6,106

212

1,434

993

8

47

79

175

491

57

90

944

16

1285

175

702

2

804

32

35

5

Π7

61,233

32

698

△ 7,092

△ 363

54,141

400

29,509

21,352

75

2,799

4

32

400

△ 225

26

443

学校法人1司'社'11業繊lh1柁012 37

804

154

32

0

8

Π7

55,212

△ 1,071



2013年度の事業計画^

■教学組織

大学では、地域横断的な諸問題や現象

について学び、21'世紀の国際舞台で活躍

できる人物を育成することをめざす「グ

ローバル地城文化学部」を烏丸キャンパ

スに開設します。また、現代生活におけ

る健康の増進やスポーツの社会的発展を

求める声に応えるため、スポーツ健康科

学部の入学定員を増員します。

今出川校地整備事業の完了により、今

出川校地は「りべラル・アーツ型教養教

育」、「ゼミナールを中心とした専門教育

を展開する文系学部の教育拠点」、「専門

職大学院や独立研究科等を中心とする高

度専門職業人養成の拠点」として、京田辺

校地は「実験・実習、フィールドワークを

重視する複合的教育拠点」、「身体・生命・

先端技術、情報に関する国際的先端研究

拠点」として、各校地の特色を明確に位債

づけ、教育効果を高めることをめざしま

す。今出川校地ば8学部10大学院研究科、

京田辺校地は6学部6火学院研究科の教

育体制で、新たな第1歩を踏み出します。

女子大学では実践的な特別の専門課程

による教授により、音楽に関するより高

度な技術と専門知識を備え、音楽を通し

て社会に貢献することができる人物の養

成をめざす「音楽専攻科」を開設します。

■教育研究

大学では大学院教育において、抜本的

改革を支援する汁専士課程教育リーディ

ングプログラム」の採択を受け、将来の隣

路を予測して対策を講じる能力を備えた

高度専門職業人養成のためのプログラム

を展開していきます。また、国際化をー

層推進するために、新たに採択された「グ

ローバル人材育成推進事業」を通して、グ

ローバル化をさらに加速・充実させ、積極

的に世界を抵台にして果敢に挑戰し活躍

できる人材の育成を図ります。

女子大学では、卒業までに身につける

べき基礎的・汎用的能力『DWC上AI0』の

理解、促進を図るとともに、キャリア教育

科目の充実を行います。また、英語のスキ

ルアップと異文化理解を主な目的とした

セメスター留学制度を新たに開始します。

各中学校・高等学校では、国際感覚豊

かで国際社会に貢献できる生徒の育成を

目的とした特色ある教育を展開します。

小学校では、ヤングァメリカンズ・アウ

トリーチプログラムを通して、豊かな感性

を養い、個性を認識し、他人の大切さや

表現することの大切さ、やり遂げることの

素晴らしさを学ぶ機会を設けます。

教育環境面で大学では、学生の主体的

な学びを誘発し、質の高い創造的な学習

成果を醸成するための仕掛けとして、今

出川キャンパス良心館に、日本の大学で

は最大級のラーニング・コモンズを開設

します。

■学生生徒支援

大学では、校地問移動手段や課外活動、

学生交流の活発化を促すため、無料シャ

トルバスを導入します。また、障がい学生

支援の充実にも引き続き取り組みます。

女子大学では、勉学に励み、かつ課外活

動等において活躍した学生を表彰する「同

志社女子大学特測奨励賞」を創設します。

また各高等学校では、修学を支援する

奨学金の支給により、生徒が安心して勉

学を続けられる施策を講じます。

■建設事業

大学では弘風館、明徳館、至誠館の耐

震改修、ハリス理化学館のギャラリー整

備、スポーツ健康科学部定貝増に伴う嬰

上館の増築、歴史資料館収蔵庫移転によ

る改修などを実施するとと、に、複合的

研究施設及び宗教教育施設の建設にも着

乎します。

女子大学では、今出川キャンパス整備

事業の第一段階として新心館の解体を実

施します。

中学校・高等学校では東グラウンドの

整備、国際中学校・高等学校でば国際学

院初等部卒業生の受け入れに向けた校舎

増築、女子中学校・高等学校では新校舎

建設事業の着手、幼稚園ではトイレや手

洗い場等の改修を行います。

■その他の事業

大学及び女子大学では大学基準協会に

認証評価申請を行い、評価結果を諾活動

の改善に役立てさらなる発展をめざしま

す。防災に向けた取り組みとして、年次

計画を立てて防災用備蓄品を整備します。

国際学院では学年進行に伴う牛徒数の

増力Ⅲこ伴い、スクールバスを増便します。

法人事業としては、 NHK大河ドラマ

「八重の桜」放映に伴う見学者の増加に対

応するため、「新島旧邸特別公開」を実施

します。また、企画展や講演会などの関

連事業を通じて、同志社の認知度を高め

る機会とします。

表8 2013(平成25)年度以降の収支見通し

収入の部

学生生徒等納付令

手数料

寄付金

補助全

資産運用収入

事業収入

雑収入

帰属収入合計

基本全組入額合計

消費収入の部合計

人件費

教育研究経費

管理経費

借入金等利息、

2013年度

資産処分差額

徴収不能予当金繰入額

45,901

予備費

消費支出の部合計

2,062

基本金取崩額

378

当年度消費収生差額

5,726

814

38

574

984

56,439

△ 6,181

2014年度

50,258

47,220

29.998

21.317

2,016

2.646

494

5,851

20

840

273

574

151

802

57,797

△ 4,666

350

2015年度

54,755

△ 4,497

53,131

47,048

29,918

2,016

20.883

2.556

459

5,856

14

850

574

79

544

57,347

△ 4,147

53,450

2016年度

(単位:省万円)

53,200

46,994

△創9

29,283

2.016

21ρ90

2,559

459

5,856

859

9

575

79

439

57,198

△ 3,278

53,020

53,920

29,281

180

21,218

2,559

6

338

79

53,481

447

886
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2012

理事(0印理事長)
大谷實(総長)
村Ⅲ晃嗣(大学長)

加賀裕則気女子火学長)

宮本義信 0水谷誠
濱直樹宮庄哲夫

西澤由隆余田巾香利
井上礼之四村公雄

法人の概要

監事

長芥川正治

1875(明治 8)年11月29日官許「同志社英学校」を開杖
新島襄初代杜長に就任
今出川校地(相国寺門前の薩摩藩邸跡)に1876 (明治 9)年9月
校舎、食堂を建て寺町から移る
京都御苑内の旧柳原邸10月
(現・京都迎賓館の一部)で女子塾を開訟
同志牡分校女紅場を開設187フ(明治10)年4月
女紅場を同志牡女学校と改称9月

「同志社社則」を制定椙83(明治16)年2月
新島、 2度目の海外旅行に出発(翌年12月帰国)1884 (明治17)年4月
同志牡最初の煉瓦建築、彰栄館竣工9月
(国の重要文化財)
新礼拝堂(チャペル)蟻工(国の重要文化財)18舗(明治19)年6月
書籍館(現・有終館)開館(国の重要文化財)1887 (明治20)年11月
同志社病院・京都看病婦学校の開院、開校式

「同志牡大学設立の旨意」を18鵠(明治2力年11月
全国の主要雑誌・新聞に発表
新島、静養先の神奈川県大磯にて永眠(46歳)恬90(明治23)年1月23日
アメリカの実業家J.N/、りスの10万ドルの7月

寄付によるハリス理化学館端工
(国の重要文化財)
ハリス理化学校開校9月

伯91(明治24)年 政法学校開校9月
[女学校]本科を普通科、高等科を1892 (明治25)年 6月
専門科(師範科、文学科、神学科)に改める
同志社徽章(校章)を制定1893 (明治26)年10月
神学館(現・クラーク記念館)1894 (明治27)年1月
開館式(国の重要文化財)

1896 (明治29)年4月 普通学校を同志社高等筈通学校と改称し、
新たに同志社尋常中学稜を開設
M.F,デントン、出町幼稚園1897 (明治30)年3月
(現・同志牡幼稚園)を開園
出町幼稚圍を今出川幼稚園と改称1900 (明治33)年

1901(明治34)年3月 [女学校]普通科を高等普通部と改め、
新たに専門学部を設置

1904 (明治37)年4月 専門学校令による神学校と専門学校を開校
政法学校廃校
同志社病院・京都看病婦学校閉鎖1906 (明治39)年4月
ハリス理化学校廃校
同志社カレッジソングができる1908 (明治41)年
専門学校令による同志牡大学伯12 (明治45)年4月
(予科、神学部、政治経済学部、英文科)、
女学校専門学部(英文科、家政科)を開校

1920 (大正 9)年4月 大学令による同志社大学
(文学部、法学部、大学院、予科)の開校

1922 (大正11)年4月 専門学校令による大学を専門学校
(神学部、英語師範部、高等商業部、
政治経済部)として再編成
[女学校]普通学部を女学校高等女学部と改称1928 (昭和 3)年1月

1929 (昭和 4)年4月 [専門学校]高等商業部を岩倉に移転
1930 (昭和 5)年6月 [女学校]専門学部を女子専門学校と改称

[女学校]普通学部を高等女学部と改称9月

[専門学校]高等商業部を高等商業学校と改称12月
中学校令による中学校開校1943 (昭和18)年4月

19U (昭和19)年4月 工業専門学校
(電気通信科、機械科、北学工業科)開校
新学制により新制中学校、女子中学杖発足1947 (昭和22)年 4月
新制大学(神学部、文学部、法学部、経済学部)1948 (昭和23)年 4月

新制高等学校、新制定時制商業高等学校、
新制女子高等学校を設置
商学部と工学部を新設し、大学は六学部となる1949 (昭和24)年4月

女子大学(学芸学部〕開校
高等学校が岩倉杖地へ移転
[大学]大学院修士課程1950 (昭和25)年4月
(神,文・法・経済・商各研究科)を開設

畑

巾村

横井
立イi

4月
3月
4月
4月

友二

和彦
襲雄

曜

理事、監事、評議員

1995 (平成 7)年
1997 (平成 9)年
1999 (平成11)年
2000 (平成12)年

岩山太次郎

西山啓・ー

4月

(学艘長等互選)

4月
2002 (平成14)年4月

(評請員互選)

(学礁怒験者)

評議員(0印議長)
0雨谷昭弘今川一彦
宮峡輿也宮庄哲夫

西澤巾隆瀬川貴之

恒岡詰鵜飼哲夫
福永晃二舶越照平

南美樹小村公紀
上野道雄山下泰生

阿部登茂子村田良子
浅吾正藤倉皓一郎

望月修治西山啓一

2013 (平成25)年4月

4月
4月
4月

2004 (平成16)年4月
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沿革

2013年4月現在

伊東徳治

中村信博

剛出毅
犠井利彦

キ直樹
中村友二

柳井繁彌
西邨恵美子

児玉實英
大橘寛治

2005 (平成17)年

1950 (昭和25)年4月

2006 (平成1剖年4月
2007 (平成19)年4月

1951(昭和26)年3月
9月

松尾

西川
鋤柄

4月

19艶(昭和2鋤年
19馴(昭和29)年

博文

真司
俊夫

2008 (平成20)年4月

木村
坂

19郭(昭和30)年
1967 印召和42)年
19朋(昭和43)年
1975 (a召ネΠ50)年

20四(平成21)年4月

[大学]短期大学部(夜問2年制)
(英語・商経・工各学科)開設
[大学]教養学部解散a9帖年4月発足)
香里学園を合併し、香里中学校、
同高等学校を開校
[大学]大学院博士課程開設
[大学]短期大学部を発展的に解消、大学2部(4年制)
(文・法・経済・商・工各学部)開設
[大学]工学研究科修士諜程開設
[女子大学]文学研究科修士課程開設
[女子大学]家政学研究科修士課程開設
創立100周年を迎え、記念事業を行う
[女子大学]文学研究科博士後期課程開設
商業高等学校廃校
国際高等学校開校
田辺校地(現・京田辺校地)開校
大学・女子大学の授業開始
[女子大学]短期大学部開設
国際中学校開校

[女子大学]学芸学部に日本語日本文学科開設
[大学]アメリカ研究科開設
[大学]工学部、及び工学研究科、
理工学研究所を田辺校地
(現・京田辺校地)に統合移転
[火学]総合政策科学研究科開設
[大学]昼夜開講制を実施
[大学]留学生別科開設
創立125周年を迎え記念事業を行う

[女子大学]現代社会学部開設、短期大学部募集停止
[女子大学]学芸学部に情報メディア学科開設
[香里中学]共学化
[大学]政策学部開設
工学部に情報システムデザイン学科、
環境システム学科開設

司法研究科(法科大学院)開設
ビジネス研究科(ビジネススクール)開設
[女子大学]現代社会学部に
現代こども学科開設
国際社会システム研究科開設
創立恰0周年を翅え記念事業を行う

[大学]文学部・文学研究科を再編して
社会学部・社会学研究科開設
文北情報学部開設

[女子大学]薬学部開設
同志社小学校開校
[大学]文化情報学研究科開設
[女子大学]学芸学部に国際教養学科開設
[大学]生命医科学部開設、スポーツ健康科学
部開設、工学部を再編し理工学部開設、
理工学部に数理システム学科開設、
生命医科学研究科開設

[大学]心理学部,心理学研究科開設
[女子大学]表敦文北学部開設
創立135周年を迎え記念事業を行う
[大学1スポーツ健康科学研究科開設、
グローバル・スタディーズ研究科開設
[中高]中学校・高等学校統合
[大学]グローバル・コミュニケーション学部開設
同志社国際学院開校

[大学]脳科学研究科開設
工学研究科を理工学研究科と改称
[女子大学]薬学研究科開設
[大学]グローバル地域文化学部開設
[女子大学]音楽専攻科開設

光司

余田由奔利
三浦竹泉

4月

4月

【教職員互選)

2010 (平成22)年

円76 (昭手n51)年
均80 (昭和55)年
19部印召和6"年

2011(平成23)年4月

4月

4月
4月

(校友会選定)

(同窓会選定)

2012(平成24)年4月

?013年4月現在

19舶(昭和63)年4月
1989 (平成元)年4月
1991(平成 3)年4月
1994 (平成 6)年4月

住里事会選定)


